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　たった一枚の、この薄い画面かべに阻まれて。私は最も愛している人と、永遠に巡り合うことが叶わない世界線にいた。

　そう、あの日までは──






　仕事を終え、疲労を溜めに溜めた体を引きずりながら、やっとの思いで帰宅する。上半期の最終日。椎名しいな彩夏あやかは十月から会社の担当業務が変わることになり、引継ぎのために普段の何倍もの仕事をこなさなければならなかった。

「ただいまぁ！」

　誰もいない部屋に向かって帰宅を告げると、一目散に本棚の前へ向かう。両開きの扉がついた何の変哲もない本棚だが、彩夏はその前に背筋を伸ばして凛と立つ。ゆっくりと長く息を吐いて心を落ち着けると、本棚の扉に手をかけて静かに開いた。その先にあるのは彩夏だけの楽園だった。

　棚の上から下まではもちろんのこと、扉の裏側まで駆使して、ところ狭しとキャラクターグッズが飾られている。彩夏はズラリと並んだ推しのグッズたちの前で思いっきり息を吸った。瞼を閉じて息を止め、推しの成分が全身に行き渡るのを思いっきり堪能した。

「はぁー……帰ってきたぁ……」

　満足してゆっくりと息を吐きだすと、うっとりとした笑みを浮かべた。

　本棚に並べられているのは恋愛シミュレーションゲーム【マジック☆レボリューション】のキャラクター、ウィリアム・シュラルド（通称：ウィル）のグッズである。彼女はこのゲームに入れ込んでおり、ウィルに最も愛を注いでいた。

　日々の仕事に忙殺され、どれほど大量の業務を言い渡されようとも、文句の一つも言わず頑張り続けられるのは、彼の存在ゆえである。仕事を頑張って稼いだお金で、ウィルのグッズを買う！　ゲームのイベントに参加する！　その時の喜びを思えば、どれほどつらい仕事だって乗り越えることができた。

　毎日恒例となっているウィルへの帰宅の挨拶を済ませると、シャワーを浴び、パジャマ姿で部屋に戻ってきた。鞄から携帯ゲーム機を取り出して、そのままベッドに飛び込んだ。うつ伏せに寝転がってゲーム機を起動させる。今プレイしているのは、本編ストーリーのその後を描いた外伝だった。本編で主人公が誰とも恋仲にならなかった世界でストーリーが展開していく。十月のハロウィンの頃から物語が始まり、バレンタインに告白して最愛の彼と結ばれるという流れだ。ちょうどウィルとのエクストラエンドを迎えたところだった。

『もうこれ以上、自分の想いを隠し切れない』

『今までは、自分の立場や、お前の将来を考えたら、この気持ちを伝えていいわけがないと思っていた』

『だが、日増しにお前を愛おしく感じるようになって──』

『もう、どうしようもなく、愛してしまったんだ』

「きゃー！」

　ストーリーの内容に合わせて、ゲーム機の液晶にウィルのスチルが画面に表示され、彩夏は思わず声を上げる。立体音響を存分に楽しむためイヤホンを使ってプレイしており、まるで耳元で囁かれているかのようで、胸の高鳴りが止まらなかった。日付はとうの昔に変わっていたが、こんないいところで中断できるわけがない。ドキドキしながら、そのままゲームを進め、最後のエピソードまで見届けた。その頃には夜が更に深まり、夜明けが近くなっていた。エンドロールを見ながら余韻に浸っていると、彩夏の口からため息が漏れる。

「同じ次元に生まれたかったよなぁ」

　どれほど愛しく思っていても、別の世界に生まれてしまっては、この想いが届くことはない。こんなにも好きなのに、薄っぺらい液晶画面が二人の世界を隔てている。

　彩夏は指先で液晶に触れる。たったこれだけの隔たりが、いつまでも、どうしても越えられない。越えられる日など、永遠に来ないのだ。

「会いたいなぁ……」

　気付けばゲームはスタート画面に戻っていた。そこに映るウィルの姿を指でそっと撫でる。感情が読めないクールな彼の瞳に、自分の姿が映ることはない。もしも、この瞳に自分の姿が映る日が来たら、どれほど幸せか──

　そんなことをぼんやりと考えていると、次第に睡魔が忍び寄ってきた。

　明日は休みだから心置きなく眠って、目が覚めたら一日中ゲームをしよう。思う存分、彼のそばにいよう。

　愛する人と過ごす最高の休日を思い描きながら、彩夏はゆっくりと眠りに落ちていった。






　そして──

　穏やかに眠る彼女の横で、ゲーム機の画面が白い光を放った──
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「──っ……カ……」

　まだ夢うつつで、眠りの世界を彷徨さまよっていると、遠くの方から誰かに呼ばれたような気がした。

「アヤカ──」

　今度はもっとはっきりと聞こえてきて、声の正体を確信する。

「ウィ、ル……」

　聞き間違えるはずがない。彩夏が世界で一番大好きな推しの声だ。しかし、声が聞こえるだけで、彼の姿はどこにもなかった。夢と現うつつの狭間で目を開けることが躊躇われた。

　せっかく夢で推しに会えたのに、その姿を見る前に眠りから覚めてしまったことが悔しかった。このまま二度寝してしまえば、もしかしたら夢の続きが見られるかもしれない。そうすればきっと、今度こそ彼の姿を見ることが出来る。せめて夢の中では、彼のそばに行きたい。

　そう思って二度寝を決めこんだ、その時──

「寝言で呼ぶほど会いたかったのか」

　突然耳元で声がして、彩夏は一気に覚醒した。

　まさか、そんなはずはない。

　だってこの声は、画面の向こうからしか聞こえてこないはずだ。だけど彼の声に間違いない。

　恐る恐る目を開けると、眼前に信じられない光景が広がった。

「はっ？　えっ？」

　反射的に距離を取ろうとして、彩夏はベッドから転げ落ちた。

「なっ、なっ……」

　自分の目に映っているものが信じられず、完全にパニックに陥った。推しが、ウィルが、自分のベッドに横たわっている。そんなことが起こりえるはずがないのに。

　しかし、何度も瞬まばたきを繰り返し、目をこすっても彼の姿が消えることがない。そんなバカな！　だって自分と彼は、文字通り生きる世界が違うのに、こんなことが起きるわけがない。声が声にならず、目を見開いて口をパクパクさせていると、彼は横たえていた体を起こして薄く笑みを浮かべた。

「お前、そんなに面白いやつだったのか」

「しゃ、しゃべっ……」

　自分の身に何が起こっているのか、状況の理解が到底追い付かなかった。

「そりゃあ、俺だって動きもするし、しゃべりもする。俺のことをなんだと思っているんだ」

「だって……ウィルは、ゲームの中の……」

　ゲームの中の住人だった推しが目の前にいて、自分と会話しているなんて、そんな状況を信じろという方が無理な話である。

「そ、そっか！　これは夢ってことか。こんなことあるわけ──」

「残念だったな」

　ウィルはベッドを降りると、床にへたり込んでいる彩夏の前にしゃがんで彼女の手を取り、その手を自分の胸に当てた。

「本物なんだ」

「っ！」

　ウィルに掴まれたところには確かにリアルな感触があって、じんわりと彼の温もりが感じられた。触れた彼の胸からは心臓の拍動が伝わってくる。

「ほんとに……本物？」

　彩夏の問いに、彼は静かに頷いた。

「うそ、でしょ？　そんなことって……」

「突然こんなことになって、俺も信じられないんだがな。目が覚めた時にはこの世界にいて、お前が隣にいた」

「私のこと、わかるの？」

「あぁ。詳しい理ことわりまでは知らんが、俺たちの世界は全て作られたもので、お前はその世界の中心だった」

　ウィルは彩夏を見つめて、わずかに目を細める。

「俺たちの世界にいたお前は学生で、十七か十八くらいだったからな。突然成長した姿を目の当たりにして焦りはしたが、これが本来のお前の姿なのだろう？」

「すごい……もう冷静に状況を把握している。さすがマジレボで一番の切れ者キャラ……」

　彩夏が感心して呟くと、彼はため息交じりに答えた。

「まさか、最初からここまで冷静だったわけじゃない。眠るお前の横で必死に考えを巡らせた結果だ」

　それを聞いて彩夏の気持ちは複雑なものになった。推しが目の前に存在することに喜んでいたが、彼に寝顔を見られたことは、この上なく恥ずかしかった。

　ウィルは彩夏のそんな複雑な心境を知る由もなく、淡々と話を進めていった。

「現状は理解できたが、原因もわからないし、これからどうすればいいのかも──」

　──ぐぅぅぅ……

　二人の間に流れる神妙な空気を打ち壊すように、彩夏の腹が盛大に音を立てた。一瞬の間の後、二人は顔を見合わせる。彩夏は羞恥心から顔が真っ赤になり、ウィルはそんな彼女を見て、わずかに表情を崩した。

「真剣に話している時だというのに……」

「そうは、言われても……」

　彩夏は顔を隠すように両手で顔を覆った。

「……とはいえ、俺も腹が減ったな」

「ほんと？　じゃあ朝ごはんにしよう！」

　ウィルの言葉を聞いて、彩夏は嬉々として立ち上がり、そのまま台所に向かった。

　冷蔵庫を開けると、ほとんど何も入っていない。連日の激務で最近の食事は総菜か外食で済ませていた。食材の買い出しには、ほとんど行っていなかった。

「卵とベーコンしかない……」

　彩夏は後ろを振り返ってウィルに声をかけた。

「苦手な食べ物はある？」

　ウィルは彩夏の近くにやってきて、少し悩んでから答えた。

「特にはないが……そもそも、こちらの世界の食事がどのようなものかわからんからな」

「それもそっか。じゃあ、とりあえず作るから、ちょっと待っててね」

　彩夏は電気ケトルに水を注いでスイッチを入れる。フライパンを火にかけるとベーコンを焼き始めた。

　それを後ろから見ていたウィルは驚きの表情で口を開く。

「この世界でも魔法は使えるのだな」

「え？　使えないよ？」

「だが、今お前は一瞬で火をおこしただろう？」

「あぁ、これはそうじゃなくて、ここを押すと……」

　言いながらガスコンロのスイッチを押して火を付ける。

「火が付くような仕組みになってるの」

「ほぉ……」

　ウィルは感心したように、ガスコンロをしげしげと見つめた。こちらの世界で当たり前のことも、彼の目には新鮮に映るのだろう。好奇心に満ち溢れ、目を輝かせる様子は少年のようで、その姿がなんとも愛おしく感じられた。

「私たちは、魔法は使えないけど、その代わりに科学とか、技術とか、違う能力を身に付けて生活しているの」

　話しているうちに電気ケトルがカチッと小さな音を立てて電源が切れた。彩夏はインスタントのスープにお湯を注いでウィルの前に出した。

「他のものができるまで、先にスープ飲んでて」

「スープがもうできたのか？　この一瞬で？　魔法じゃないのに？」

　ウィルは驚いた表情でカップの中を覗いた。

「うん。インスタントだからね」

「何？　いん、す……？」

「まぁ、深く考えずに、ちょっと飲んでみてよ」

　ウィルは促されて、緊張した面持ちでカップに口をつける。どこにでもある普通のスープだが、ウィルにとっては初めて知る味だ。

「……旨いな」

「よかった」

　彩夏はウィルの反応を見て安堵の表情を浮かべると、朝ごはんの準備を続ける。ウィルは彩夏が手際よく食事を用意する様子を興味深そうに見つめていた。

　彩夏は視線が気になって、一度手を止めると、ウィルを見上げた。

「どうかした？　座って待ってていいよ？」

「お前たちの世界の『技術』とやらに興味があるんだ。続けてくれ」

「あ、そっか。ウィルにとっては珍しいものばかりだもんね」

「それに、家族との食卓では全員そろって食事を共にしたい」

「へ？」

　ウィルの口から想像の遥か斜め上の言葉が飛び出して、彩夏は危うく包丁を落としそうになった。

「か、家族!?」

　動揺を隠しきれずに聞き返すと、ウィルはさも当然というように答えた。

「俺がいつ戻れるか、わからないからには、戻れるまでの間は、ここに住まわせてもらいたいと思っている」

「それはもちろん」

「同じ屋根の下で暮らしていくなら、それは家族だろ」

「ん？　うーん……まぁ……そう、かな？」

　彼のちょっと飛躍した発言に彩夏は少し首を傾げる。

　どうやら彼にとっては、同居していることが即ち家族であることを意味するらしい。

　彩夏は、家族と言われて想像したいろいろを全てなかったことにして、手元に意識を戻すと、朝食の準備に集中した。見るもの全てが珍しいウィルは、食事の準備が終わるまでの間、始終彩夏に質問をし続けた。二人で会話をしながら料理をしていると、いつもの何倍も楽しい時間になった。

　食卓には彩夏が作った朝食が並ぶ。二人は向かい合って座り、ウィルが胸の前で手を合わせた。

「いただきます」

　彩夏はゲームの世界の文化と現実世界の文化に共通点を見つけて、何となく嬉しくなった。

「ウィルの世界でも、食事の前の挨拶は一緒なんだね」

「それはそうだ。食事をいただけることへの感謝は、どの世界でも変わらないのではないか？」

「確かに、そうだよね」

　決められたシナリオ通りに動くゲームの中では、キャラクターたちのこうした細かい思考まではわからなかった。彼の新たな一面を知れたことは、彩夏にとって、とても嬉しいものであった。彩夏は口元に笑みを浮かべて、彼に倣ならって手を合わせる。

「いただきます」

　そう言って、二人は揃って食事を始めた。彩夏は手を止めて、ウィルが食事をする姿を見つめた。どうやら彼の口に合ったようで、流れるように美しく料理が口に運ばれていく。育ちのいい彼は、テーブルマナーが完璧であることもさることながら、所作の一つひとつが洗練されていて美しい。

　これも、ゲームだけでは知ることができなかったこと。目の前に、大好きな推しがいて、自分と食卓を囲んでいる。そんな夢みたいな状況が現実に起こっている奇跡に感謝し、幸せを噛み締めた。彼女が喜びに打ち震えていると、ウィルは彩夏の食事が進んでいないことに気が付いた。

「どうした？　食べないのか？」

「あ、うん。食べるんだけどね。なんか、いまだに信じられないというか……」

「この状況が、か？」

　彩夏は小さく頷いた。

「だって、まさかウィルと一緒にご飯を食べられる日が来るなんて……」

「まぁ、俺も、にわかに信じがたい状況だと思っている」

　ウィルは手にしていたカトラリーを置くと、彩夏をしっかりと見つめる。

「あちらの世界では本来、俺たちは筋書き通りに行動しなくてはならないから、お前と過ごせる時間は限られている。そして俺たちは、決められた通りにしか動くことができない」

　そう語るウィルの視線は、彩夏を捉えているはずなのに、どこか遠くを見ているように感じられた。

「だが、ここでは俺自身が考えて、自由に動くことができる。筋書きにない時間を、お前と共有できることは新鮮だし、悪くないと思っている」

　ウィルは真っ直ぐに彩夏を見つめて、穏やかに微笑んだ。彼の深緑の瞳から目が離せなくなり、動けなかった。

「俺はもっと、お前と話してみたかったんだ」

「え……」

　彩夏の中の時が止まるような感覚だった。胸の奥で何かが音を立てた。それは本人ですら気付かない、本当に微かなものだが、けれど確かに、何かが動いた。

「どうせ考えていても、いつ帰れるのかも、帰る方法もわからないんだ。だったら楽しまないと損だろう？」

　ウィルが再び話し始めたことで、彩夏はハッと我に返る。

「いいね、その考え方。せっかくなんだし、楽しまなきゃね」

「そういうことだ。ほら、冷めないうちに食べてしまおう」

　こうして彩夏たちは談笑を交えながら食事を再開した。彩夏は先ほど胸に抱いた感情の正体には気付かないまま──






　食事を終えてひと息つくと、彩夏はあることに気が付いた。

「そういえば……」

　彩夏は呟きながら、ウィルの姿を上から下までしげしげと見つめる。

「私は見慣れているから違和感なかったけど、これからこっちの世界で生活するとなると、その恰好のままじゃマズいよなぁ」

「そうか？」

「うーん……この世界のファッションとは、ちょっと雰囲気が違うからね」

　ウィルの服装はゲームのキャラクターデザインそのもので、全体的に装飾品が多く、羽織っているジャケットには細かい刺繍が施されている。どう見ても現代の日常的な服装とはかけ離れていた。

「お買い物に行こう！　服はもちろんだけど、日用品も揃えないと！」

　彩夏はそう言うと嬉々として勢いよく立ち上がる。

「そうと決まれば、早速出かける準備をしてくるから、ちょっと待っててね」

「あ、あぁ……」

　ウィルは彩夏の勢いに押されて頷くことしかできなかった。彩夏はウィルの返事もほとんど聞かずに寝室とダイニングを仕切る引き戸を閉めた。自身の服を着替えながら、これからのことを想像して、自然と口角が上がっていく。実質これは彼の現代服差分が見られる最高のイベントだった。

　頭の中でウィルのコーディネートを考えてみると、どれもこれも似合いそうで、想像しただけで思わずニヤけてしまう。

　彩夏は急いで自分の着替えを終えると、彼と連れ立って街へと繰り出した。






　外に出た彩夏は自分の考えの甘さを思い知った。

　家の近くの住宅街は、それほど人通りも多くないため、視線が気になることはあまりなかったが、駅前の大通りに出ると、そうはいかなかった。

　ウィルの服装はもちろん、彼の見目麗しい容姿もしっかりと人目を引いて、すれ違う人も通りの向こうの人も、歩いているだけでみんなが彼を振り返った。見惚れていたり、歓声が上がったり、好意的なものが多かったが、一部には冷ややかな視線が送られることもあった。

　電車に乗り込むと、人の入れ替わりが激しくなる上に、必然的に人との距離が近くなるので、周囲からのさまざまな視線を、より一層感じることになった。

　ある程度は想定していたが、まさかこれほどまでとは思わなかった。突然、異世界に飛ばされて不安なこともあるだろうに、こんなに好奇の目を向けられたら、尚のことつらいだろう。

　彩夏は小声でウィルに声をかける。

「ごめんね。周りからジロジロ見られて居心地が悪いよね。とりあえず服を着替えれば多少はマシになるはずだから……」

「いや、これくらいどうということもない。あちらの世界でも同じようなものだ」

　無数の視線を向けられながらも堂々と歩く彼から返ってきた言葉は、彩夏が考えていたものとは別のものであった。

「そうなの？」

「あちらの世界で最大権力を持つと言っても過言ではないシュラルド家の嫡男で、次期頭首だからな。外を歩けば様々な視線を向けられるのは当然だ」

　ゲームの中のウィルの設定は、有力貴族の家系の長男で、魔法学校の若き理事長でもある。あちらの世界では名の知れた有名人であるから、こうした状況も慣れているのかもしれない。

「気にならないならよかった」

「あぁ、このくらいは問題ないから心配するな」

　ウィルは彩夏を見つめて、目をわずかに細めると柔らかい眼差しを向ける。

「だが、気遣ってくれたことには感謝している。他者を気遣い、思いやれることは素晴らしい美徳だ」

「えっ、あ、ありがとう……」

　思いもしない言葉をもらって、彩夏はなんだか照れくさくなり、ウィルから視線を外した。

　自分としては当たり前のことだったので、こんなにもストレートに褒められるとは思っていなかった。しかも最愛の推しが、自分のためだけにくれた言葉だ。ゲームはフルボイスなので、今までもゲームの中でさまざまなセリフを言ってもらっているが、それは結局、不特定多数に向けられたものだ。だが、今の彼から発せられる言葉は彩夏のためだけに紡がれたものである。そのことを改めて認識して、天にも昇るような心地になった。






　そうこうしているうちに、目的地だったショッピングモールにたどり着いた。二人は早速ファストファッションの店に向かう。

「どんなのがいいかわからないから、まずは着回しもきくような、比較的使いやすいアイテムから見ていこう」

　彩夏はそう言いながら、彼に似合いそうな服を何点か選ぶと、ウィルを試着室へ連れて行った。しばらくして、彩夏が選んだ服を着たウィルが姿を現す。

「こんな感じでいいのか？」

　不安げな様子で問いかけるウィルに対し、彩夏は感嘆の溜息をついて天を仰いだ。

「素っ晴らしい！　もう最っ高！　すっごくいい！　そしたら、次の服に着替えて！　どんどん行くよ！」

　彩夏はウィルを試着室に押し戻して、別の服を試すように促した。そして、彼の着替えが完了するのを待っている間に、次に着てほしい服を探していく。ウィルが試着室から出てくるたびに、大絶賛で盛大な拍手を贈った。容姿端麗な彼はどれを着ても見事に着こなして、とてもよく似合っていた。それはまさに彩夏のためだけに開催される推しのファッションショーだった。

　彩夏が提案したアイテムを一通り試着して、ウィルが問いかけた。

「どうだった？　俺はこちらの世界の服装がよくわからないから、どれがいいか、お前に見繕ってもらえると助かるのだが……」

「全部」

「は？」

「これ、全部買おう」

　彩夏は真顔で答えると、ウィルの足元にうず高く積まれている服をかき集め始めた。

「おい、ちょっと待て。さすがにそれは多いだろう」

「だって、全部似合うもん。どれもこれもかっこよかった」

　ウィルの制止に耳を貸さず、彩夏は手を動かし続ける。完全に彩夏のオタク魂に火がついていた。推しの現代服コーデがこれほどまでに感動を与えてくれるとは思いもしなかった。

「そう言ってくれるのは嬉しいが、落ち着け。こんなにあっても、全部は使いきれないだろ」

「毎日二着ずつ着たらいいよ。お色直ししよう」

「何をわけのわからないことを言っている」

　正気を失ったかのような受け答えをする彩夏の様子に、ウィルはため息をついた。

「気持ちはわかった。それなら、こうしたらどうだ？」

「へ？」

　ウィルの呼びかけに、彩夏は手を止めて彼を見つめる。

「この施設にはいろんな店があるのだろう？　であれば、ここで全て決めてしまわずに他の店も行ってみよう。せっかくだから、俺もいろんなところに行ってみたい」

「まぁ、最初からそのつもりだったんだけど……」

　ウィルの言葉を受け、彩夏は腕を組んで真剣に悩み始めた。

「ＯＫ。わかった。確かにウィルの言う通りだわ。全部似合っていたのは本当だけど、同じ系統のアイテムが多すぎても、ウィルが飽きてきちゃうかもしれない……それよりはいろんなジャンルを選べる方が絶対楽しいよね」

「いや、そういう意味では……」

　否定するウィルの言葉は彩夏の耳には届かず、彼女は自分が導き出した答えに納得して深く頷いた。ウィルとしては、本来意図していた意味とは異なる解釈で受け取られてしまったが、ひとまず彩夏の暴走が止まったので、よしとすることにした。

「それに、こんな楽しいことが一店舗で終わっていいはずがないもんね！　いろんなお店を見に行こう！」

「……ほどほどでいいからな」

「じゃあ、この中から買うものを決めちゃうから、ちょっと待ってね！」

　彩夏は彼が試着した服の山から一点ずつアイテムを取り出しては広げ、難しい顔をして服とにらめっこを始めた。そして、ようやく決まったアイテムの数は、ウィルから見るとまだ多い気がした。ほどほどで、と言ったウィルの言葉は、彩夏の耳には届かなかったようだ。

　選んだアイテムをレジに持っていって会計を済ませると、店の試着室を借りて着替えさせてもらうことにした。買った中の一着に着替えると、彼がもともと着ていた服は先ほどもらったショップバッグに押し込んで、次の店へと向かった。

「あぁ、本当に何着てもかっこいい！　私の推し様はやっぱ最強で最高！」

　ウィルが各店で試着をする度に彩夏の歓喜の声がこだまする。彩夏は悦びに浸って、うっとりとした表情でウィルを見つめていた。

　ウィルはそんな彼女の様子に、少し呆れつつも、悪い気はしていなかった。感情をはっきりと表現し、それに合わせてコロコロと変わる表情は見ていて飽きることがない。彩夏の素直でわかりやすい性格は、彼の目には好意的に映っていた。

　その後は、カジュアルもフォーマルも、あらゆるジャンルの店舗で彼に似合いそうな服を見繕い、着せて、買って……を繰り返した。その結果、気付けば両手に持ちきれないほどのショップバッグがぶら下がっていた。

「そろそろ、これくらいにしないか」

「あ、ごめん、疲れた？　ちょっと休憩にする？」

「いや、そういうことではなく、これだけあれば、もう十分だ」

「えー……まだ着てほしい服がありそうなお店があったんだけどなぁ……」

　彩夏は不満げに唇を尖らせた。

「これだけ買ったのに、まだあったのか」

　ウィルの呆れた声に、彩夏は清々しい笑顔で答える。

「オタクってね、推しのためなら何でもいくらでも買っちゃう生き物なんですよ」

「爽やかな笑顔で怖いことを言うんじゃない」

「あ、それじゃあ、今度は雑貨屋さんに行こうよ。日用品も買わないといけないし！」

　そう言うと、彩夏は足取り軽やかに次の目的地を目指して歩きだした。

「結局まだ買うのか……」

　ウィルはため息をつきながらも、大人しく彩夏の後をついていく。

「ほら、早く行こう！」

「わかった、わかったから……」

　そう答えて、少しだけ足を速めて彼女を追いかけた。楽しそうにはしゃぐ彩夏の姿を見つめ、ウィルはわずかに口元を緩ませた。






　その後の二人は、一通りの買い物を済ませて家路についた。二人の両手には戦利品が入った色とりどりのショップバッグがぶら下がっており、彩夏はとても満足気な表情をしていた。

「いっぱい買えた！　楽しかったぁ！」

「満足できたようだな」

「うん！　大満足！」

「それは何よりだ。荷物、重くないか？」

「大丈夫だよ。重い方は全部ウィルが持ってくれてるし。気にしてくれてありがとう」

　彩夏が笑顔で答えると、ウィルも優しく笑み返す。

　ウィルがこの世界に来たことで、彩夏はゲームだけではわからなかった彼のさまざまな姿を知ることができた。彼は彩夏が思っていた以上に紳士的で、細やかな気遣いができる、優しい人物であった。確かにゲームの中でもそういう一面を見たことはあったが、どちらかと言えばクールで真面目な部分にフォーカスされたエピソードが多かった。だが、こちらの世界でウィルに出会ってからは、新たな発見の連続だ。彼のこうした姿を知っているのは、この世界で自分だけだと思うと、その特別感に嬉しくなってしまう。

　そんなことを考えていると、遠くの方から雷鳴が聞こえてきた。彩夏が空を見上げると黒い雲が広がっており、そこから今にも雨粒が落ちてきそうだった。

「ウィル、ちょっと急ごっか。雨が降りそう……」

　言うや否や、彩夏の予感は的中し、黒い雨雲から雫がこぼれ落ち、少しずつ地面を濡らし始めた。あっという間に雨脚が強くなり、二人は慌てて近くにあった建物の軒先に避難した。空を見上げて彩夏が嘆く。

「しまった……傘持ってきてないや」

「俺が防御魔法を施せば、魔法が雨を弾くから濡れずに帰れるぞ」

「うーん……提案は嬉しいけど、それはちょっとマズいかな。みんなにウィルの魔法がバレちゃうでしょ」

「そうか……魔法が使えないというのも、不便なものだな」

　そう呟いて、ウィルも彩夏と同じように空を見上げた。彩夏がスマホを取り出して天気を調べると、どうやらこの後はずっと雨が降り続くらしい。

「このまま待っていても止みそうにないから、濡れちゃうけど、このまま帰るしかないか」

　彩夏は再び空を見上げて憂鬱そうに呟いた。ウィルは少し考えてから、おもむろに手元の袋の中から彼が向こうの世界で着ていた上着を取り出すと、その上着を彩夏の頭を覆うように掛けた。

「このまま帰るなら、こうしておけば幾分マシだろう」

　彩夏は彼の上着に頭からすっぽりと包まれる。上着から微かに感じる花のように甘い匂いは彼の香水だろうか。まるで抱きしめられているような感覚になって心臓が飛び跳ねる。鼻先を掠める香りは跳ねた鼓動を加速させていく。

「でも、これだとウィルが……」

「俺は濡れても別にかまわない。だが女性が体を冷やすのは、もってのほかだからな」

「ウィルだって、風邪ひくかも……」

「いいから被っておけ」

　そう言って、ウィルは彩夏の体を守るようにしっかりと上着を掛け直した。

「荷物は俺が持つから」

　ウィルは彩夏が持っていた荷物も引き受けると、彼が手にした荷物がほんの一瞬だけ淡い光を纏い、またすぐに元に戻っていった。

「え!?　今光った？　何で……？」

「防御魔法を仕掛けた。荷物だけなら怪しまれずに済むだろう？　ほら、行くぞ」

　彼はそう言うと荷物を全て持って颯爽と走り出す。彩夏は掛けてもらった上着をしっかりと持つと、彼の後を追って駆け出した。

　彼の紳士的な振る舞いは、彩夏の心を揺さぶるのに十分すぎるものだった。

　気恥ずかしさを感じて、前を走るウィルのことを見ることができない。頬が火照って熱く感じるのは走っているせいだと、自分に言い聞かせた。









　雨が降りしきる中、やっとの思いで家にたどり着くと、ウィルはすっかり濡れ鼠になっていた。前髪が額に貼り付き、全身の至る所から水が滴り落ちている。

「かなり濡れちゃったね。風邪ひくから、早くお風呂入ってきて」

「いや、俺よりお前の方が……」

「私はウィルから借りた上着のおかげで、ほとんど濡れずに済んだから大丈夫」

　彩夏は彼を風呂場の脱衣所に連れて行くと、買ってきた荷物の中から一つの紙袋を手渡した。

「この中に部屋着とか着替えが入っているから、お風呂から出たら好きなの着てね。タオルはそこにあるやつ使って」

「わかった。ありがとう」

「それじゃあ、ごゆっくり」

　そう言って彩夏は脱衣所の扉を閉める。それから、彼女はウィルから借りた上着をハンガーに掛けると、ドライヤーで冷風を当て始めた。

　よく見ると、彼の上着には裏側にも刺繍が細かく施されていた。ゲームでは見られない部分なので、まじまじと見入ってしまう。袖口にもきれいな飾りボタンが使われており、シュラルド家の紋章が彫られていた。内ポケットの辺りにも紋章が入っている。

　設定資料集を舐めるように眺めていたが、こんなところは描かれていなかった。今まで見えなかった細部まで網膜に焼き付けようと、全神経を集中させて観察した。

　オタク心に火がついて、上着をいろんな角度から真剣に見つめていると、突然後ろから声をかけられた。

「何をしている」

　彩夏は驚いて大きく肩を震わせた。決して悪いことをしていたわけではないのだか、何となくストーカーっぽくて気まずい。恐る恐る振り返ると、そこには部屋着に着替えた濡れ髪のウィルが立っていた。

「んんーーーっ！！！」

　大声で思いっきり叫びそうになって、彩夏は慌てて自分の口を押さえた。ほんのり上気した頬と濡れた髪は、何故これほどまでに色気を放つのか。

　ゲーム内でウィルの湯上り姿など、もちろん見られることはなく、寝間着に身を包んだウィルの姿は、彩夏だけが拝むことのできる特別仕様といったところである。意外だったのは彼が選んだのが、タオル地の綿一〇〇パーセントの寝間着だったことだ。キャラクターの雰囲気やイメージから、何となくシルクやサテンなどの光沢があるものを選びそうだと想像していたので、彼の知られざる好みがわかったことは嬉しかった。

　今日は朝から現代衣装差分のファッションショーに、雨宿りイベント、そして最後の極めつけはこの湯上り姿の推しだ。盆と年末に行われるオタクの大イベントが同時に開催されるくらいのとんでもない日だ。これ以上は彩夏のオタク脳がバーストしてしまう。

　こんな日が来るなんて夢にも思わなかった。自分が置かれている状況がいかに奇跡的か、改めて認識し、心底この状況に感謝した。

　ウィルは少し怪訝そうな表情で彩夏に声をかけた。

「おい、大丈夫か？」

　彩夏はウィルを見つめて目を見開き固まっている。

「う……うん。目の前の絶景を、これでもかというほど、しっかり網膜に焼き付けてる」

「またわけのわからないことを……」

「この世の奇跡を集約したような最高の景色が拝めたので、私はこの命がここで尽きても一寸の後悔もないわ……」

「縁起でもないことを言うんじゃない」

　彩夏は喜びを噛み締めて感動に打ち震えていた。ウィルは彼女のちょっと変わった反応に呆れたような言葉を返しながらも、その表情は心なしか楽しそうだった。

「それで？　これは何をしていたんだ？」

　ウィルは彩夏が手にしていたドライヤーが気になっているようだった。

「あぁ、これは髪を乾かすための道具で、スイッチを入れると風が出てくるの。今は借りてた上着を乾かしてたんだけど」

「ほぉ……風を起こす道具か……これも魔法の代わりとなる技術か……」

　ウィルはしげしげと珍しそうにドライヤーを見つめている。

「せっかくだから、ウィルの髪も乾かしてみる？」

「いいのか？」

「うん。あそこに座ってくれる？」

　彩夏はウィルにソファへ座るよう促すと、自身は彼の横に立ってドライヤーのスイッチを入れた。温風は彼の濡れた髪を揺らし、その風に乗って彩夏がいつも使っているシャンプーの匂いがほんのりと香る。

　推しから自分と同じシャンプーの香りがするなんて、同棲しているみたいだ、と頭をよぎって、慌ててその考えを打ち消した。何よりも尊い推しに対して、そのような邪よこしまな感情を抱くなど不敬に値する。

　思考を悟られないように、極力平静を装って、髪を乾かすことだけに集中した。宝物を扱うように、慎重に、丁寧に髪を乾かしていく。ウィルは少し目を細めて、気持ちよさそうに彩夏の手の動きを感じていた。

「なかなか心地いいものだな」

「そう？　気に入ってもらえてよかった」

　ウィルの反応に、彩夏は嬉しそうに笑って答えた。

　ある程度乾いてくると、彼の長い髪が軽やかに風に舞い、光を受けてキラキラと輝きを見せる。細くて柔らかい髪は絹のように滑らかで、上等な衣に触れているような心地だった。

「ウィルの髪ってすごくきれいだね。触り心地がよくて、ずっと触っていたくなる」

「気に入ったなら、またやってくれてもいいぞ。この、ドライヤーとやらを」

「え？　いいの？」

　思ってもいなかった申し出に、思わず声が少しだけ上擦った。

「あぁ、こうして触れてもらうのは、思っていた以上に心地よくて気に入ったから、俺も嬉しい」

「そう思ってくれるなら、喜んでやるよ」

　彩夏は嬉しそうに微笑んで彼の髪を指で漉いていった。






　──昨日まで、こんな日が来るとは夢にも思わなかった。

　画面の向こう側にいた彼が、今は彩夏の目の前にいる。彼は永遠に触れることはできない存在で、自分たちの間には決して越えられない壁があった。しかし、こうして触れ合える瞬間が訪れた。二人を隔てる壁は消え去ったのだ。

　一生叶わないはずだった願いは現実となり、手を伸ばせば最愛の推しに手が届く。こんな奇跡が本当に現実なのだろうか。

　その答えはわからないけど、これが夢なら、永遠に覚めないように、ただそれだけを願っていた。

















二章












　彼が現れた最初の夜は、その日の出来事が夢だったらどうしよう、と考えてしまい、眠ることが怖かった。もしもこれが夢ならば、眠りについて、次に目覚めた時には全てがなかったことになってしまうのではないかと不安だった。夜中に何度も目を覚まし、その度に彼の存在を確認した。そして変わらず彼がそこにいるとわかると、ホッと胸を撫でおろして再び眠りについた。

　そうした夜を何度も越えて、彼がこの世界にまだいてくれることに安堵する日々を繰り返した。

　また、彩夏は意識的に仕事から早く帰るようになった。いくら好奇心旺盛なウィルであっても、何もわからない異世界にやってきて、長い時間を一人で過ごすと不安になることもあるかもしれない。そう思って、ウィルと共に過ごす時間をできるだけ多く確保するように努めた。それに、彼がいつまでこの世界にいられるのかわからないから、今は一分一秒でも長く、彼と一緒にいたかった。

　そうしているうちに、少しずつ二人で過ごす時間が日常になっていき、眠りにつく不安は薄れていった。






　ウィルがこの世界に来てから十日ほど経ったある日。日用品の買い物をしようと、二人は連れ立って街へと出かけた。

　十月も半ばを過ぎたこの時期は、街の至る所にハロウィンの装飾が施され、賑やかな雰囲気で満たされていた。

　ウィルは様相を変えた街を眺めながら、彩夏に問いかけた。

「なぁ……この『ハロウィン』というのは何のことだ？」

「えーっと……もともとは他の国の文化なんだけど、秋の収穫を祝う行事で、いろんな霊が蘇る日だと言われているの。あっちの世界にも、似たようなイベントがあったよ。名前は確か……」

　彩夏はそこまで言うと、首を傾げて思考を巡らせる。ゲームの中でも、ハロウィンに類似したイベントがあったことは覚えているのだが、その名前が思い出せない。

「もしかして、『鎮魂祭』のことか？」

　ウィルの言葉にハッとして、彩夏は勢いよく顔を上げた。

「そう！　それ！」

「なるほど。こちらの世界にも鎮魂祭があるのか」

「お店がイベントをやったり、お菓子を配ったり、街のいろんなところで結構盛り上がるんだよ」

「それは賑やかになりそうだな」

　彩夏の話を聞きながら微笑むウィルの表情は、どこか少し影があった。それはほんの一瞬で、すぐにいつも通りの彼の雰囲気に戻ったが、彩夏はその変化を見逃さなかった。推しのわずかな表情差分を見分けることなど、彼女にとっては朝飯前だ。

　もしかすると、あちらの世界を思い出して寂しさを感じたのかもしれない。そう思うと、彩夏の胸がチクリと痛んだ。

　彼がこちらの世界に来てから十日ほどが経ったが、この世界に来た理由も原因も、もちろん帰り方もわかっていない。あちらの世界に全てを置いてきたウィルにとっては、不安もあるだろうし、戻りたい気持ちがあって当然だろう。

　彼にとっては、すぐにでも元の世界に帰れることが幸せなのだとは思う。

　さっきのように、あちらの世界の話題が出た時に、ほんの少し寂しそうな表情をしていたのは、今までにも見たことがあった。彼は何も言わないが、きっとその胸中ではいろんな葛藤があり、あちらの世界を思い出して故郷を恋しく思う時も少なからずあるだろう。

　それはもちろん、彩夏も頭では理解していた。けれど、彩夏の胸の内には、もう少しだけでいいから彼と一緒にいたいと思う気持ちがあって、どちらかと言えばそれが本心だ。大好きな推しなのに、彼の幸せを心から願って、彼のことを第一に考えられない自分が情けないし、嫌だった。

　どちらにしても、彼の本当の望みを叶えることができない以上、彩夏の胸中での葛藤は意味を成さない。いったん横に置いておいて、まずは自分にできる精いっぱいの力を尽くすことで、彼の心を少しでも晴れやかにしたいと思った。






　せっかくあちらの世界と同じようなイベントがあるのだから、少しでも楽しんでもらいたい。ゲームの中だと、鎮魂祭の時には仮面舞踏会が行われていた。彼に楽しんでもらうために、この世界でできることはないだろうか──

「あ、そうだ！」

「どうした？」

「ハロウィンってみんなが仮装するから、ちょっと目立つような格好で出歩いていても大丈夫なんだよね。だから当日は、あっちの世界の服で出かけない？」

　普段でこそ、あの格好で出かけると目立ってしまうが、ハロウィンならみんなが仮装しているから、ウィルを「ゲームキャラのコスプレをしている人」ということにしてしまえばいい。

「いいのか？」

　彩夏からの提案に、ウィルは驚きの表情で彼女を見つめた。

「大丈夫。みんないろんな格好をして楽しんでる日だから、ウィルが本物ってことも気付かれないよ」

「なるほど」

「だから久しぶりに、いつものあの服を着て思いっきり羽を伸ばそうよ」

「そうだな……そういうのも悪くないな」

　そう答えたウィルの表情が明るくなったのを見て、彩夏は提案してよかったと思った。

　いつか彼が元の世界に帰る日が来るのなら、その時に持って帰るこちらの世界での思い出は、楽しいものがいっぱいであってほしい、というのも、彩夏の心からの願いだ。

　帰る方法がわからない以上、今の彼のためにできることを思いつく限りやっていくだけだ。この世界にいる間に、少しでも心穏やかに過ごせるように、彼に寄り添う。それが彩夏にできる精いっぱいだった。






　ハロウィンでウィルがゲームのキャラクターとして街中を歩くなら、その隣にいる自分が普通の格好では面白くない。せっかくなので、自分も彼の隣に立つにふさわしい衣装を準備したいと思い、主人公キャラのコスプレをすることを決意した。

　彼がいたゲームの舞台は魔法学校で、主人公はその学校の学生だ。そのキャラのコスプレをするなら、一番わかりやすいのは学園の制服だった。ずいぶん前に高校を卒業した身ではあるが、コスプレとなれば話は別だ。日常ではなかなか着られない格好を楽しむことができるのも、コスプレの魅力の一つだった。彩夏は大学生の頃に自分の好きなキャラクターのコスプレをしていたこともあり、昔に戻ったようでワクワクしていた。

　衣装の材料を揃えて、しまい込んでいたミシンを引っ張り出すと、早速自分の衣装づくりに取り掛かった。ミシンを走らせているとウィルが不思議そうに声をかけてきた。

「何を作っているんだ？」

「マジック☆レボリューションの主人公の制服だよ。ハロウィンでウィルと一緒に歩くなら、私も合わせたいと思ってさ」

「そういうことなら、俺が魔法で作ってしまえばすぐにできるだろう。わざわざお前が作らなくても……」

　その言葉に、彩夏は首を大きく横に振る。

「それじゃダメなの。私が自分で作ることに意味があるんだよ」

「そうか？　魔法の方が簡単だろう？」

「確かにそうなんだけどさ。私はじっくり衣装と向き合って、少しずつ自分の手で作っていくのが好きなんだよね」

　彩夏は目の前の布を慈しむような眼差しで見つめて微笑んだ。

「もちろん、いろんな考え方があると思うけど、私の場合、一つひとつ作り上げていく過程で、そのキャラへの愛が深まっていくし、衣装にも愛着が湧いて、すごく大切に思えるの。だから、できるだけ自分の手で作りたいんだ」

「そうか。野暮なことを言ってすまなかった」

「ううん。気遣ってくれてありがとう」

　彩夏はそう言うと作業を再開した。その表情は気合十分といった感じで、真剣そのものだった。ウィルは何故だか真剣にミシンに向かう彩夏の横顔から目が離せず、彼女の様子をしばらく見つめていた。






　彩夏は夜が更けても作業を続けていたため、ウィルは寝室で先に休むことにした。いつものようにソファベッドを広げて眠りにつく。しかし日の出の前に、一度目が覚めてしまい、うっすらと目を開けた。彩夏のベッドに視線を向けると、そこは空っぽで、部屋を仕切る引き戸の隙間から、わずかに光が漏れていた。丑三つ時も過ぎたというのに、これ以上の夜更かしは体に障るだろう。ウィルは体を起こしてベッドを降りた。

「そろそろ寝ないと……」

　引き戸を開けながらそう言ったものの、目の前の光景を見て途中で言葉を切った。彩夏はミシンの前で机に突っ伏して眠っていた。

「おい、こんなところで寝ると風邪をひくぞ」

「ん……んー……」

　彩夏の体をゆすって声をかけても、いっこうに目を覚ます気配がない。ウィルは小さくため息をつくと彩夏の体を両手で抱き上げた。起こさないように、静かにベッドまで運んで彼女の体を横たえる。掛け布団をかけてから彩夏の体に向かって手をかざすと、回復魔法を発動させた。彼女の体が一瞬白くて淡い光に包まれる。光を帯びた体はすぐに元の状態に戻り、彩夏は穏やかな表情で眠り続けていた。

「これで体への負担も多少は軽くなるだろう」

　彼女の力になりたい気持ちはあったが、今回は手助け無用のようなので、黙って見守ろうと決めた。その代わり、回復魔法を使って彼女の体を労わることで、少しでも彼女を支えたいと思った。ウィルは静かに眠り続ける彩夏を見つめ、そっと彼女の頭を撫でた。






　ハロウィン当日。

　無事に自分の衣装を作り上げた彩夏は、達成感と満足感に浸っていた。作業中は苦労するし、途中で投げ出したくなることもあるが、完成させた後の、この気持ちいい感覚がくせになってたまらないのだ。

　二人が向かったのはオタクの聖地と呼ばれるエリアで、ハロウィンの時期は毎年街をあげてのコスプレイベントが行われていた。彩夏たちが駅から一歩外に出ると、右も左も様々なキャラクターのコスプレをした人で溢れかえっていた。

「これはすごいな」

　街の様子に圧倒されているウィルとは反対に、彩夏は目を輝かせて嬉しそうだった。

「この感じ、久しぶりだなぁ」

「前にも来たことがあるのか？」

「まだ学生だった頃は、よくコス……えっと、今日みたいに自分の好きなキャラの格好して遊んだりとかしてたんだよね」

　彩夏は行き交う人々を見ながら興奮気味に話をしている。彼女は今にも駆け出しそうなほど前のめりで、その姿はまるでテーマパークではしゃぐ子どものようだった。ウィルは、そんな彩夏の様子を微笑ましく思った。

「さぁ、早く行こう！　私たちも着替えて、ハロウィンの街を思いっきり満喫しよう！」

　彩夏はそう言うと、はやる気持ちを抑えつつ、街へと一歩を踏み出した。ウィルも彼女に続いて歩き出した。






　専用の更衣室でそれぞれ着替えを済ませると、二人は連れ立って街へと繰り出した。

「今日のウィルは『ウィリアム・シュラルドに扮する普通の人』だから、その設定をしっかり頭に入れておいてね」

「わかっている。だが、まさか『自分』のことを演じる日が来るとは思わなかったな」

「確かに、そんなこと、普通はなかなかないよね」

「そうだろう？　本物がここにいるとは誰も思うまい」

　二人で話しながら、彩夏はクスクスと楽しそうに笑っていた。

「それにしても──」

　ウィルは彩夏から一歩離れ、彼女の全身をまじまじと見ると、感心したように何度か頷いた。

「あちらの世界にいたお前にそっくりだな。学園の制服も細かい部分までよく再現されている」

　ウィルの言葉に、彩夏の表情がパッと明るくなった。

「本当に!?　頑張ってよかったぁ！　やっぱり本物を見ていた人にそう言ってもらえると嬉しい！」

　彩夏は花がほころぶように嬉しそうな笑みを浮かべた。そして次の瞬間には彩夏のオタクスイッチが入り、堰せきを切ったように衣装のこだわりポイントを語り始めた。

「実はね、校章のワッペンはかなり頑張ったんだよ。あとは、この柄の布を探すのが大変でさぁ……それから胸のリボンもあの作画の形になるように意識して、髪飾りも自分で作ったんだよ」

　嬉しそうに語る彩夏の姿を見つめるウィルは、宝物を見つめるような、穏やかで優しい表情をしていた。目の前のことに全力で取り組み、何事にも一生懸命で、よく笑い、感情を素直に表現する彩夏のことが、ウィルの目には眩しく、そして愛おしく映っていた。






　特に目的地を決めていたわけではないので、何となく人の流れにのって歩いていくと、広場にたどり着いた。

　広場には多くのキッチンカーが集結していて、軽食やスイーツが販売されていた。各店はそれぞれに特色があり、ハロウィンメニューはもちろんのこと、アニメやゲームのキャラクターをイメージしたメニューを扱っているところもあった。見た目も華やかで、目でも楽しめる商品が取り揃えられていた。

　広場を歩きながら、それぞれの店を見て回っていると、ウィルがあるものに目を止めた。

「なぁ、あれを飲んでみたいのだが……」

　そう言って彼が指し示したのは、リンゴのホットカクテルだった。

「ラムスール……？」

　あまり馴染みのない名前だが、なぜか彩夏には聞き覚えがあった。

「いいね。買いに行こう」

　キッチンカーに近づいて、二人はドリンクを注文した。彩夏は迷った末にパンプキンラテを選んだ。ハロウィンというと、やはりカボチャのフレーバーが気になってしまう。頼んだ商品はすぐに出てきて、おのおのが自分の分を受け取ると、近くにあったベンチに腰掛けた。ウィルはラムスールを一口飲んで呟いた。

「驚いたな」

「どうしたの？」

「あちらの世界とそっくりだ」

「え？」

「ラムスールは鎮魂祭には欠かせない飲み物だ。夜会や仮面舞踏会では必ずと言っていいほどふるまわれるんだ」

　そこまで言われて、彩夏もようやく思い出した。確か、鎮魂祭のイベントシーンで何度か名前が登場していた。しかしウィルのルートの時には出てこなかったので、その存在をすっかり忘れていた。

「名前が同じだから、まさか、と思ったが、味までそっくりだった。少し飲んでみるか？」

　ウィルは彩夏の方に紙コップを差し出した。

「いいの？　ありがとう」

　ゲームに登場する飲み物と聞いて彩夏の好奇心が疼いた。どんな味なのか大いに気になる。彩夏は遠慮なく彼から紙コップを受け取った。

　紙コップにはプラスチックの白い蓋がついており、タンブラーのようになっていて中の飲み物は見えなかった。一口飲むとリンゴの甘さとスパイスの香りが口の中に広がっていった。

「美味しい……」

「そうだろ？」

　ウィルに紙コップを返すと、彼は自分の手元を見つめて笑みを浮かべた。その表情はどこか寂しさを帯びている。きっとあちらの世界を思い出しているのだろう。

「昔から好きだったんだ。まさかこっちでも飲めるとは思わなかったな」

　彼が紙コップを口元に運ぶ姿を見て、彩夏はハッとした。

　先ほど彼から飲み物を受け取って平然と口を付けたが、よく考えたらこれは間接キスではないか？　しかもタンブラー型になっているから、確実に唇が触れたところは重なっている。

　今頃になってそのことに気付いて、彩夏は時間差でドギマギし始める。これが飲む前だったら緊張で味なんてわからなくなっていたことだろう。

　何となく意識してしまって、彩夏の視線が彼の唇へと向かってしまう。彩夏は自分の邪よこしまな気持ちを振り払うように小さく首を振ると、手元にあったパンプキンラテを口に運んだ。






　広場を出て、二人で街を散策していると、公園の方から歓声が聞こえてきた。

「あちらの方でずいぶんと盛り上がっているみたいだな」

「ほんとだね。ちょっと行ってみない？」

　二人は声の聞こえる方へ向かって歩き出した。

　たどり着いた先では多くの人が集まっていて、人垣ができていた。人々の視線の先にはマジシャンのキャラクターに扮したコスプレイヤーがマジックを披露していた。物が移動し、入れ替わり、ハトが飛び出し、壊れたはずのものが元に戻る──

　二人はその様子に目を奪われて、マジシャンの技に見入っていた。マジシャンが最後の演目をやり遂げると、それを見ていた観客たちから大きな拍手が沸き起こった。そしてパフォーマンスは大盛況のうちに終演となった。

「すごいマジックだったなぁ……」

　彩夏は終演を名残惜しく思いながら、感激してうっとりと惚けた表情をしていた。しかし、彩夏の様子とは裏腹に、ウィルは難しい顔をして腕組みをしていた。

「どういうことだ？」

「何が？」

「先ほど見たものはどういう魔法だ？　この世界には魔法は存在しないんじゃなかったのか？」

「あぁ、あれは魔法じゃなくて、手品、だよ」

　ウィルは神妙な面持ちで首を傾げる。

「ん？　なんだ？　その、てじな、というのは」

「手品には仕掛けがあって、それを観客に悟られないようにしながら披露して驚かせるものなんだよ。だから魔法のように見えるけど、魔法ではないの」

「この世界にはそんなものも存在するのか……」

「そうなの。面白いでしょ？　それにしても、さっきのは本当にすごかったね……種も仕掛けも全く分からなかったなぁ……」

　彩夏が思い出しながら余韻に浸っていると、ウィルは眉をひそめた。

「……つまり。手品というものには、しっかりと仕掛けがあって成り立つものだろう？」

「そうだよ？」

「だったら──」

　ウィルがパチンと指を鳴らすと、彩夏の頭上に色とりどりの花が現れて彼女に降り注いだ。彩夏の視界が宙を舞う花たちによって鮮やかに彩られた。驚きで言葉を失う彩夏を見て、彼は勝ち誇ったように笑った。

「俺の力の方がよっぽどすごい」

　まさか彼がマジシャンに対抗心を燃やすとは思わなかった。ウィルの表情は勝負を挑む子どものようで、彩夏は思わず笑みをこぼした。

　彼がこんなふうに負けず嫌いな部分を持ち合わせていたとは想像もしていなかった。ゲームの中にいた彼はいつもクールで、落ち着いた雰囲気と大人の余裕を感じさせるようなキャラだった。しかし目の前の彼は、設定やゲームの中では見せなかった姿をたくさん見せてくれる。彩夏にとっては、そのことがとても嬉しかった。

　すると突然、二人の周りから大きな歓声と拍手が沸き上がった。驚いて辺りを見ると、その歓声は全てウィルに向けられているものだった。

「すごい！　ウィリアムのコスプレしてる人もマジックやってる！」

　どうやら彼の魔法が手品と勘違いされたらしい。魔法を不審に思われなかったことはよかったが、この場をどうやって収めたらいいものか──

　彩夏が答えを出すより先にウィルが動き出した。彼は再び指を鳴らすと、周りの人たちの頭上にも花を降らせていく。彩夏は慌ててウィルに耳打ちをした。

「こんなところで他の人にまで魔法を見せたらマズいって」

「だが、ここにいる者は皆、これを手品だと思っているのだろう？　それであれば、手品ということにして、もっと披露した方が逆に自然だろう」

「あ、そういうことか！」

「だから問題ない。せっかくだから、お前も楽しめ」

　そう言ってウィルは不敵に笑うと、彩夏の前に魔法の花でできた花束を差し出した。どこからともなく両手で抱えるほど大きな花束が突然飛び出してきたことで、観衆はまた驚きの声を上げる。彩夏がそれを受け取ると、次の瞬間には花々が光の蝶に姿を変えて煌めきながら空へひらひらと羽ばたいた。そしてしばらくするとシャボン玉のようにパチンと消えた。

　その幻想的な光景に、周囲からは大きな歓声があがった。

　そこからはウィルの独壇場だった。魔法で様々な花を降らせ、羽ばたいた蝶は風に乗って舞い踊り、光が煌めく。まるで夢のような世界が目の前に広がった。次から次へと魔法を繰り出して、彼の魔法が及ぶ範囲はどんどん広がっていった。驚くほど人が集まってきて、魔法を披露し終えた後には、先ほどのマジシャンよりも盛大な拍手をその身に受けていた。恭しく礼をして顔を上げると、今度は彼のビジュアルが人々の目を引きつけた。本人だから当然ではあるのだが、その完成度の高さがかなりの注目を集め、多くの人からひっきりなしに写真撮影の依頼をされた。ウィルの前には長蛇の列ができ、順番に対応しているうちにすっかり陽が落ちていた。帰路につく頃には、二人とも足が棒のようで、笑みを張り付けた顔がもとに戻らなくなっていた。

















三章












　ハロウィンイベントを楽しんだ翌日。

　朝からウィルの様子がどうにもおかしかった。いつもなら彩夏よりも早起きな彼が、この日はいつまで経ってもベッドから出てこなかった。彩夏が家を出る間際になって、やっと起きてきたかと思うと、彼の顔には血の気がなく、明らかに具合が悪そうだった。

「ウィル、だいぶ顔色がよくないけど、体調悪いんじゃない？」

「昨日は少しはしゃぎすぎたかもしれんな……まぁ、今日一日ゆっくり過ごせば元に戻るだろう」

「本当に？　見る限り、結構ツラそうだよ？　心配だから、今日は仕事休んで──」

　ウィルは彩夏の言葉を最後まで待つことなく、首を横に振って彼女の意見に反対した。

「いや、仕事にはちゃんと行ってこい。そんなに心配しなくても、俺は大丈夫だから」

「でも……」

「これくらい、どうということはない。ほら、そろそろ行かないと遅れるぞ」

「……わかった。じゃあ行ってくる」

　彩夏は彼に促されて、しぶしぶ玄関で靴を履く。

「けど、今日は早く帰ってくるから！」

「あぁ、気をつけてな」

　いつもとは違う彼の様子に後ろ髪を引かれつつも、彩夏は自宅を後にした。






　結局、彩夏はウィルのことがどうしても心配だったので、急ぎの仕事だけ終わらせて早々に家路についた。出かけに見たウィルの様子が頭から離れなくて、まるでこのまま儚く消えてしまいそうで、彩夏の胸は不安でいっぱいだった。家に帰ったら、いつも通りの彼が出迎えてくれることを願いながら足早に自宅を目指した。

　自宅のマンションが見え、自分の部屋の窓に視線を向けると一気に胸がざわついた。早めに帰ってきたとはいえ、既にもう夕方になっている。今の時期は日没も早く、外はだいぶ暗くなっており、他の家の窓には灯りがともっていた。にもかかわらず、ウィルがいるはずの自分の部屋には灯りがついていなかった。

　嫌な予感がして、反射的に体が動く。彩夏はすぐさま自分の部屋を目指して駆け出した。走りながら鞄の中から鍵を取り出す。一瞬のタイムロスさえも惜しかった。玄関の前にたどり着くと大急ぎでドアを開けた。室内に飛び込むと、ぐったりした様子のウィルが床に倒れ込んでいた。

「ウィル！」

　慌てて駆け寄って必死で彼に呼びかける。何度目かの呼びかけに小さく反応した彼は、ゆっくりと瞼を開いた。

「……帰ったのか」

「ウィル、しっかりして！」

　ウィルは残された力を振り絞って彩夏に手を伸ばす。彩夏がその手を取ると、驚くほど冷たくなっていた。彼の体を抱き起こして、温めるように抱きしめる。

「すま、ない……少し、このままで……」

　彩夏はウィルの手をしっかりと握り、抱き上げた彼の体を支える手に力を籠める。彼女は不安に押しつぶされそうになりながら、祈るような気持ちでウィルの様子を見つめていた。彼は静かに目を閉じて、浅く、細い呼吸を繰り返していたが、しばらくするとゆったりと落ち着いた呼吸ができるように変わっていった。

　彼が再びゆっくりと目を開けた時には、顔に少し生気が戻ってきて、苦しそうに歪んでいた表情も幾分穏やかなものになっていた。徐々に回復に向かっているように見えて、少しだけ彩夏の肩の力が抜けた。

「ありがとう。おかげでだいぶ楽になった」

　ウィルはそう言いながらゆっくりと体を起こした。

「驚かせてすまなかった。どうにも体に力が入らなくなってな……」

「どうしてこんなことに？　ウィルの体、どうしちゃったの？」

　彩夏は不安いっぱいの表情でウィルを見つめた。先ほどの彼の様子はただ事ではなかった。もし、自分が早く帰ってきていなければ、手遅れになっていたかもしれない。彼を失っていたかもしれないなどとは、考えたくもなかった。

　不安げな彩夏を安心させようと、ウィルはわずかに口角を上げて彩夏の頭を撫でた。触れられた手は先ほどより温かくなっていた。

「俺が体を維持していくためには魔力を必要とし、魔力を循環させることで生命活動を行っている。俺がいた世界は魔力で満ちているから、わざわざ魔力を補給する必要はないし、消費することを気にしなくていいのだが、この世界には魔力がない。つまり、魔力は使った分だけ減っていく」

「じゃあ、魔法を使ったらマズいんじゃ……」

「あぁ、だが、俺もその事実に気付いていなかったんだ。昨日までは何の問題もなく生活ができていたから、この世界の理ことわりなど考えてもいなかった」

「今まで平気だったのに、急にどうして……あ」

　彩夏は昨日の出来事を思い返すと、その原因にすぐさま考えが行き着いた。昨日の彼は街中で盛大に魔法を使っていた。

「昨日、内に溜めていた魔力を大量消費してしまったからな。体を維持する魔力も足りなくなってしまったようだ」

「そんな……」

　彼が置かれている状況が、実はとても危ういものであったことを知って、彩夏の目の前が真っ暗になった。彼が元の世界に帰ってしまう可能性は考えていたが、彼の存在自体を失うという最悪の事態は想定していなかった。魔力を補えないこの世界で、これからどうしたらいいのだろう。彼の命の灯火ともしびが消えようとするのを、黙って見ているしかできないのだろうか。自分の無力さが悔しくて、情けなかった。

「だが、お前が帰ってきて、俺に触れた時、わずかに魔力が補われたように感じた」

「え？」

　考えもしなかった言葉を耳にした彩夏は、目を見開いた。

「そのまま手を握ってもらってはっきりとした。その感覚は間違いないものになったんだ」

　ウィルは彩夏の手を取ると、両手で大切そうに包み込む。

「どうやら、こちらの世界で俺が魔力を維持するにはお前のそばに居る必要があり、お前に触れることで魔力の補給ができるようだ」

「私に魔力があるってこと？」

「いや、お前に魔力があるというより、おそらくは代替えとなる力ではないかと思う。魔力と酷似しているが、あちらの世界の魔力とは異なるもののように感じる。しかし、実際のところ俺の体はお前のおかげで生きる力を取り戻した。お前の内に流れているものが間違いなく俺を救ってくれた」

　彼の言葉で、彩夏の目の前が一気に明るくなった。自分が彼の助けになれるかもしれないと思うと、この上なく嬉しかった。

「私が、ウィルの力になれたんだ……」

「力になるどころの話ではない。命の恩人だ。本当に感謝している」

　自分の持っている力の正体はわからないが、それでもウィルのために何かできることがあるとわかったことは、彩夏にとって大きな安心材料だった。だが、そこで一つの疑問が浮かんできた。

「でも、さっき触れただけで、全部の魔力が元に戻るくらい補えたの？」

「いや、今はまだ、体を起こしているのがやっとだな」

「ってことは、まだまだ全然足りないじゃん！」

「だが、お前に触れれば触れるほど、強く、大きな力が補給される。こうして手を握ってみてわかったが、布越しで触れるより、直接肌が触れ合う方がより多くの力を効率的に補給できる。そして俺の予測が正しければ──」

　ウィルは彩夏の手に顔を寄せる。

「少し、我慢してくれ」

　そう言ってウィルは彩夏の指先に口づけた。驚きと羞恥心で彩夏の手が小さく震えた。しかしその手はまだ解放されることなく、それどころか引き寄せられて、今度は手のひらに彼の唇が触れた。そのまま手首、腕、と順番に口づけられて体の中心に向かっていく。彩夏は体に彼の唇が触れるたびに緊張でその身を固くした。

「やはり、手で触れるより、口づける方が力の補給率がいいし、体の中心に近づけば近づくほど、補給できる力が強く、良質なものになる」

「ってことは……」

　彩夏は彼の手に自分の手を重ねて、導くように自分の顔の近くに持ってくると、頬に触れさせる。

「こうした方が、ウィルにいっぱい力を分けてあげられるってこと？」

「あぁ、こうしてお前の頬に触れていると、今までで一番強く、お前の力を感じることができる」

　先ほどから彩夏の体に触れていたウィルは、少しずつではあるが生気を取り戻しているように見えた。だが、やはりいつも通りとはいかないようで、相変わらず顔色は青白く、体調もまだ芳しくないようだった。

　ウィルが言っていることから考えると、最も効果的に彼を助けるのは、彼が彩夏の体に口づけることである。ウィルはあちらの世界では最上位の魔法使いで、本来ならば魔力だって相当の量を内包していたはずだ。大量の魔力を補うとなると、体のどこに、何回口づけが必要になるかわからない。そう考えると、彼を救うためには、自分の身を全て捧げる覚悟をしなければならないだろう。

　まさかそんなことになるとは思いもしなかった。しかし、この身で彼を救うことができるなら、躊躇っている場合ではなかった。いざとなれば彼が望むままに、求められたら全て応じようと心に決めた。

「ウィル、一つ、提案なんだけど……」

「どうした？」

「私に触ったり、キスしたりしたら、ウィルは助かるんでしょ？　だったら……」

　彩夏は自分の頬に触れていたウィルの手をゆっくりと首筋へと移動させる。

「もっと、触っていいよ。私の体、全部」

　ウィルは彩夏の言葉に目を見開いた。彩夏は自分で言いながら恥ずかしくなって、彼から少し視線を外して目を伏せた。彼は小さく息を吐くと、静かに首を振った。

「ダメだ。俺を助けようと思って言ってくれているのはわかるが、そんなことをするわけにはいかない」

「でも、ウィルが助かるために必要でしょ」

「そこまでする必要はない。先ほどからお前に触れている間に、だいぶ回復してきた」

　彩夏は顔を上げて、ウィルに鋭い視線を向ける。

「嘘つき。まだ顔は真っ青だし、全然よくなってるように見えないもん」

「あのなぁ……」

「必要な量をきちんと補わないと、またいつ倒れるかわかんないよ」

「だが、もしも俺がお前の力を奪いすぎて、今度はお前に何かあったら……」

「さっきから私の体は何ともないから大丈夫だよ」

　一歩も引かない彩夏の様子に、彼は困った顔をして眉間を押さえた。

「心配してくれる気持ちはありがたいが、少し落ち着け。簡単にそんなことを言うもんじゃない」

「簡単に言ってないよ。こんなこと誰にでも言うわけじゃない。ウィルが相手だから、いいって思ったの」

　彩夏の言葉に込められた思いは、大切な人を助けたい、彼の力になりたい、ただそれだけだった。

「……わかった。正直に言おう。俺も男なんだ。彩夏にそんなことをして、自分を制御できる自信がない」

「それもわかった上で言ってるの。全部、って言ったでしょ？　つまり、そういうことだよ」

　彩夏は力強く、はっきりと言い切った。

　彩夏はウィルの手を両手で包み込み、力強く握りしめた。

「私は、自分の大切な人が目の前で苦しんでいるのに、何もできないなんて嫌だよ。自分にできることがあるってわかっていて、何もしないなんて耐えられない。私はウィルを助けたいの」

　彩夏は彼を真っ直ぐ見つめて思いを語る。その眼差しに迷いはなく、意志は揺るがなかった。彼に告げた言葉が、彩夏の思いの全てだった。

　しばらくの間、二人はじっと見つめ合ったまま黙っていた。沈黙を破ったのは、ウィルの深いため息だった。

「本当に、いいのか？」

「いいよ。ウィルのためにできることなら、喜んで」

「すまない……感謝する」

　ウィルの美しく整った顔が目の前に迫ってきて、彩夏の鼓動が高まっていく。吐息がかかるほどお互いの距離が近づいて、彩夏は瞼を閉じた。唇に柔らかいものが触れた感触がして、思わず身を固くする。

　ウィルが少し離れた気配がして、彩夏がゆっくりと目を開ける。ウィルが不安げな様子で彩夏を見つめていた。

「やはり、つらいか？　嫌なら、これ以上は……」

　ウィルの言葉に、彩夏は慌てて首を横に振った。

「ち、違うの！　嫌なんじゃなくて……その、恥ずかしいっていうか……自分で言い出したことだけど、どうしたって緊張は、するのよ……」

　そう口にすることもまた恥ずかしくて、彩夏は顔が上げられなくなる。ウィルの服の袖を掴んで、蚊の鳴くような声で続けた。

「大丈夫だから、続けて……」

　ウィルは俯き加減の彩夏の顔を覗き込んだ。

「さっきからずっとこっちを見ないから、お前の感情が見えないんだ。ちゃんと俺を見ろ」

　彩夏はそう言われてしまうと逃げられなくて、ウィルと目を合わせた。すると、ウィルは安心したよう表情を緩ませた。ウィルの深緑の瞳には彩夏の姿が映り込み、一度視線が交わり合えば、もう彼から目が離せなかった。

「お前の意思が変わらないみたいだが、最後にもう一度確認する。本当にいいのか？」

「本当に、大丈夫」

　彩夏はしっかりとウィルの顔を見て頷いた。

　たとえ自分の体が辛い状況でも、彩夏の意思と気持ちを優先して気遣ってくれる彼の姿勢が、少しずつ彩夏の中の不安と緊張を消し去っていった。彼になら、自分の身を任せても大丈夫だと思える。

「わかった。だったらもう俺は躊躇わない。ただし、お前が怖がることも、嫌がることも絶対にしないと約束する。だから、もし途中で嫌になったら必ず止めるから、すぐに言ってくれ」

　彩夏が小さく頷くと、ウィルの手がまるで宝物に触れるかの如く、ゆっくりと優しく彩夏の頬を撫でた。羽でなぞるような繊細な刺激にも彩夏の体は敏感に反応してしまう。彩夏は再び瞼を閉じた。

　ウィルは反対の手で彩夏の体を抱き寄せた。そして再び二人の唇が重なり合う。触れるだけの口づけが何度も繰り返され、それだけで彩夏の頭は熱に浮かされてぼんやりとし始めた。彩夏が彼の首に腕を回して抱きつくと、ウィルはそれに応えるように彩夏の腰を引き寄せた。次第に気持ちよくなってきて、彩夏の全身から力が抜けていく。薄く開いた唇から舌を差し入れられて、より深い口づけに変わっていった。舌を絡め、咥内を舐ねぶられているうちに腰の辺りに痺れるような感覚が湧いてくる。

　やっと唇が解放された頃には、彩夏の頭はぼんやりと蕩け切っていて、目もとろんとしていた。ウィルの唇が妖艶な弧を描いて、彼女の頬に口づけを落とした。そこから彼の唇は彩夏の首筋、鎖骨、胸元へと下りていく。

「お前の肌はどこもかしこも、甘い香りがする……」

　そう言って、ウィルは何度も彩夏の肌に口づけていく。彼の唇がついばむように軽く触れるだけで、触れられた場所が熱を帯びていった。

　彩夏の息が上がってきて、体の奥に熱が集まり始めた。ウィルが彩夏の体を軽々と抱き上げると、静かにベッドに横たえた。ウィルがその上に覆いかぶさると、ベッドが軋んで沈みこんだ。

「怖くないか？」

　こうしてどこまでも彩夏を気遣ってくれる優しい彼だからこそ、この身を捧げても構わないと思う。彼を安心させようと、彩夏は微笑みを浮かべた。

「ウィルだから、大丈夫」

　彩夏は自ら彼の唇に口づける。それを合図とするかのように、彼の手に迷いと躊躇いがなくなった。着ていたシャツのボタンが外されて、丁寧に脱がされていく。下着も取り去られて、何も身に着けていない上半身が彼の目の前に晒されると、どうしても羞恥心が勝ってしまって、彩夏は露わになった胸を手で隠そうとした。彼を不安にさせてしまったのではないかと思って、彩夏は慌てて言い訳をした。

「あ、あのね、嫌じゃないけど、やっぱり恥ずかしくて……」

　彩夏は頬を赤く染めてウィルから顔を背ける。彼は彩夏の耳元に唇を寄せて囁いた。

「何も恥ずかしがることはない。お前の体はどこもかしこも全て美しい」

「そんなこと……ひゃ……っ」

　耳に吐息をかけられ、過敏になったところに、優しく歯を立てられ甘噛みされる。彩夏はその甘い刺激に思わずあられもない声が出てしまった。

「お前の全てが知りたい……」

　耳元で囁かれる度に、背中をゾクゾクと這い上がるような感覚があって、体がビクンと震えてしまう。

「俺に身を委ねて、全部見せてくれ」

　彼の吐息が交じる甘い声には催眠効果でもあるのだろうか。言われるがまま従ってしまう。おずおずと手を退けると形の良い胸が彼の眼前に露わとなった。

「いい子だ」

　そう言って、ウィルは再び耳に口づけると、そっと胸に指を這わせた。

「んっ……」

　始めは肌を撫でるように優しく、次第に手のひら全体を使って揉みしだいていく。指がバラバラに動き、まるでそれぞれが別の生き物のように彩夏の快感を煽っていった。しかし、そうして胸を弄ばれながらも、なかなか胸の先端には触れてもらえず、次第にもどかしくなってきた。少しだけ体を動かして彼の手をずらそうとすると、ウィルが彼女の動きに気付いてニヤリと笑みを浮かべた。

「触って欲しくて、待てなくなったか？」

　図星を突かれて、一気に彩夏の顔が赤くなった。

「それなら、その望みは叶えてやらないとな」

　ウィルは胸の突起を指で摘まんで転がした。反対側は唇で挟まれ、軽く吸われて舌で押しつぶされる。

「あっ……ゃ……」

　しっかりと焦らされていた彩夏の体は、待ち望んだ刺激に敏感に反応した。彩夏の口からは堪えきれずに甘い声が漏れた。たっぷりと嬲られて、与えられる刺激は快感へと変わり、体の芯に集まっていく。体の奥が疼いて、彩夏は無意識のうちに腰を揺らした。

　ウィルは彩夏の胸を弄ぶ手を休めることなく、空いていた手で腹から脇腹を撫で、ゆっくりと彩夏の体の中心に向かって手を動かしていく。内ももを撫でて自然に脚を開かせると、下着の上からゆっくりと縦筋に沿って指を動かしていく。

「っ……ふっ……」

　布越しに伝わってくる刺激は緩やかで、少しでも感じ取ろうとウィルが触れる場所に神経を集中させる。快感を享受するにはあまりに物足りなかったが、いまだに残る羞恥心から、それを口に出して伝えることはどうしても憚られた。

　しばらくの間、緩やかに与えられるもどかしい刺激に甘んじていると、突然下着の中に手が滑り込んできて、ウィルの指が彩夏の花芯に触れた。

「ひゃぁ……っつ……ぁ……」

　それまでとは打って変わって、直接的な大きすぎる刺激に、彩夏は軽く達してしまった。息を乱して浅い呼吸を繰り返す彩夏に、ウィルは口づけを落とす。

「焦らしすぎて、驚かせてしまったな。よく我慢したご褒美だ」

　そう言うと彩夏が身にまとっていたものを全て脱がせて、再び脚を開かせると、彩夏の秘部を露わにした。花芯を指でなぞるとそれだけで彩夏の体が小さく跳ねる。散々待たされて刺激を求めていたソコは朱に色付いてぷっくりと膨らんでいた。指で転がされるだけで、電気が走るかのように、一気に快感が押し寄せてくる。待ち望んでいた甘美な刺激を敏感に感じ取り、体の奥が疼いて熱くなる。

　するとウィルは彼女の秘部に顔を埋めて、今度は舌を使って花芯を弄び始めた。

「あっ、んっ……ソレ、やぁ……ぅ……」

　舌の柔らかな感触が彩夏により快楽を与え、体の奥に集まった快感が蜜壺からとめどなく溢れてくる。愛液を舐めとるように、今度は蜜壺へと舌を差し入れて、ナカをかき乱した。舌が動くたびに部屋の中に淫らな水音が響き、その音が耳からも彩夏の体の熱を煽っていく。ナカを柔らかく解きほぐすように舌が出し入れされて、さらなる快感が押し寄せてきた。しかし次第にそれだけでは物足りなくなり始め、もっと強い刺激が欲しくなってくる。

　その思いを知ってか知らずか、十分にほぐされた蜜壺に今度は彼の指が挿し入れられた。体は素直で、新たな刺激を放すまいと喜ぶかのように、彼の指を締め付けた。蜜壺に入れられた指が彩夏の弱点を探るように縦横無尽に動き回る。一点に触れた瞬間に、彩夏が今までに感じたことのないような、大きな快感が襲ってきた。

「ソコ、なに…ヤ……やめっ……」

　未知の感覚に恐怖を感じ、彩夏は首を振って抵抗する。しかし、ウィルがその手を緩めることはなく、同じ場所を攻め続けると、先ほど感じた恐怖は全て快感で塗りつぶされていった。同時に舌で花芯も舐られ、彩夏は一気に快楽の頂へと押し上げられる。

「やぁ……もぉ、ダメっ……」

　ひと際大きな快感の波が押し寄せてきて、耐えきれなくなった彩夏は、大きなうねりのような感覚と共に絶頂を迎えた。彩夏の体は全身が心臓になったかのように大きく脈打っていて、荒い息遣いで何とか呼吸を整えようとするも、余韻で思うようにいかなかった。

「少し休ませてやりたい気持ちはあるのだが……」

　休む間もなく、ウィルは愛液が滴る彩夏の蜜壺の入口に、熱くなった彼自身を押し当てた。

「今すぐお前が欲しい」

　よりいっそう自身を強く押し当ててきたものの、彩夏のことを気遣ってか、ウィルはそれ以上進んでこようとはしなかった。

　彩夏が小さく頷くと、それを合図に、ゆっくりとナカに割り入ってくる。先ほどよりもずっと大きなソレを歓迎するかのように、彩夏のナカがキュッと締まった。

　ウィルは彩夏の体に負担がかからないように、ゆっくりと抽送を繰り返しながら、少しずつ奥へと進んでいく。彼の動きに合わせて再び彩夏の体の奥に熱が溜まっていった。緩やかな抽送の繰り返しは次第に動きが大きくなり、最後にはウィルが彩夏の最奥へとたどり着いた。突き当たったソコを小突くように攻められ、彩夏は快楽の世界へと誘われていく。

「ソレ……気持ちい……んっ、あ……」

　彩夏はウィルに攻め続けられ、繋がった部分からさらに愛液を滴らせた。彼が彩夏を深く突くたびに、繋がった部分から淫靡な水音が部屋に響いた。刺激される最奥の蕾が彩夏に新たな快感を与えていった。

「また……イッちゃ……」

「何度でも、好きなだけ乱れろ」

　ウィルは彩夏の体が完全に彼を受け入れた様子を感じて、次第に抽送の速度を上げていく。再び押し寄せてきた快感の波に抗えず、限界を超えた彩夏は弾けるように果ててしまった。彩夏は体を震わせながら、ナカで彼自身をきつく締め上げ、それに呼応するかのようにウィルも達してしまう。

　ウィルは彩夏のことを抱きしめて唇を重ねた。彩夏は幸福感に包まれながら、彼の口づけに応えた。
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四章












　翌朝、彩夏が目を覚ますと、目の前にウィルの顔があって、思わず頭まですっぽりと布団をかぶった。昨晩のことを思い出してしまい、彼を見ることができなかった。布団の外から声がする。

「そこまであからさまに避けなくてもいいだろう？」

「だって……やっぱり恥ずかしいし」

「だが、俺はお前のおかげで救われたよ」

　彩夏が布団から少しだけ顔を出すと、ウィルはベッドに寝そべったまま片肘をついている。彩夏は布団に寝転んだままウィルを見上げた。

「もうよくなった？　体は大丈夫そう？」

「あぁ、体を維持するために必要な魔力は十分に補われた」

「よかったぁ」

　彩夏は彼の言葉に安堵して、胸を撫で下ろした。

「この世界の理ことわりも次第にわかってきた。これからは気をつけていれば、ここまでする必要はないから安心しろ」

「うん……」

　そう言われると少しだけ残念なような気がして、覇気のない返事になってしまった。その様子に気付いたウィルはニヤリと笑った。

「どうした。物足りなさそうな声だな。お前が望むなら、別に今夜だって──」

「いやいやいや！　物足りないなんてことは！　全然ないから！」

　彼の視線から逃げるように、彩夏は再び頭の上まで布団をかぶった。

　体のありとあらゆるところに触れられて、隅々までくまなく愛されて、何も考えられなくなるくらい、とろとろに蕩けてしまって……。

　あんな快楽を何度も味わってしまったら、その先の自分がどうなってしまうかわからなくて怖かった。ここから先には足を踏み入れてはいけないと、自分に言い聞かせた。

「心配するな。冗談だ」

　優しくあやすような声色が、なぜか彩夏の胸をキュッと締め付けた。この微かな痛みの正体は彩夏にもわからなかった。

「ところで、そろそろ出かける支度をした方がいいんじゃないのか？　今日も仕事だろう」

「え？」

　彼の言葉を受けて時計に目を向けると、起きなければいけない時間はとっくに過ぎていて、なんなら家を出る十五分前だった。

「しまった！　遅刻する！」

　彩夏はベッドから飛び起きると、大急ぎで出かける準備に取り掛かった。瞬く間に身支度を整えて、彩夏は玄関を飛び出していった。

「行ってきまーす！」

「気をつけてな」

「はーい」

　バタンと音を立てて玄関のドアが閉まり、途端に部屋が静かになった。ウィルは先ほどまで彩夏が横になっていた場所をそっと撫でる。シーツはひんやりとしていて、彩夏のぬくもりは残っていなかった。

「どうしたものか……」

　一人になって部屋の中に放たれた彼の呟きは、誰の耳に届くことなく、静かに溶けていった。






　その日の彩夏は、惚けてしまって何も手につかず、これっぽっちも仕事に身が入らなかった。社会人としては大変問題があることだが、まさか最愛の推しと一夜を共にした翌日に平然としていられるほど、人間が出来上がっていない。

　昨日の夜は、彼の生死を左右するような緊急事態だった。あの状況を脱するために必要だった行為で、それ以上でもそれ以下でもない。だからこれからも今まで通りに接していけばいいだけのことだ。今までと何も変わらない。変わるはずはない。

　そのはずだったのだが──






　どうにかこうにか、やっとの思いで一日の仕事を終えて帰路についた。彩夏は家の前にたどり着き、玄関のドアノブに手をかけたところで、一度動きを止めた。平然と、いつも通りに振る舞おうと思ってはいるものの、そのいつも通りがどんなものだったかわからなくなっていた。ウィルのことを考えるだけで鼓動が高まって、どうしても抑えきれない。

　しかし、いつまでも家の前に立っているわけにも行かないので、意を決して玄関のドアを開けた。

「ただいま……」

「おかえり」

　玄関を入るとウィルがいつもと同じように出迎えてくれた。彼は彩夏が手にしていた袋に気付いて問いかける。

「何か買ってきたのか？」

「うん。ちょっと通りかかったお店で、美味しそうなお惣菜見つけたの。晩ご飯に食べよう」

　本当は緊張して真っ直ぐ家に帰れなくて、少し寄り道をしていた時に見つけた店だった。

「それは楽しみだな」

　そう言って彼が袋を受け取った瞬間、お互いの手が触れ合った。ウィルは何事もなかったように袋を受け取っていたが、彩夏の心中はそれどころではなかった。表情には出さず、何も気にしていないように装っていたが、彼女の心臓は大きく飛び跳ねていた。ウィルと触れ合った彩夏の手は熱を帯びて、いつまでもその感触が残っているように感じられた。

　彩夏は自分の状態が思っていたよりも、かなり重症だと自覚した。こんなにも意識してしまっていたら、これから一緒に生活していくのにどうなることか、先が思いやられた。






　それからというものの、事あるごとに彼との距離が近づいているように感じて、彩夏は戸惑っていた。

　近くにいる時は、やたらと体が接することが増えた気がした。物を渡せば手が重なり、呼ばれる時は肩を叩かれた。彩夏は意識しすぎであると自分に言い聞かせたが、それでもスキンシップは確実に増えているように思えた。彼が生きるために必要な力は彩夏に触れることで補われるのだから、これも魔力を補給する行為の一環であると考えれば、もちろん納得はいく。彼にとって必要なことなのだと、わかってはいた。しかし、ほとんど不意打ちなので非常に心臓に悪い。日常の小さなきっかけで彼と近づくたびに、彩夏の鼓動は速くなり、その感触がやけに鮮明に残るようになっていた。

　この状況を変えるにはどうしたらいいものか考えた結果──

　不意打ちだから驚くわけであって、力を分け与えるために、きちんとした場を設ければ緊張もしなくなるのではないかと思い至った。

「ねぇ、ウィル？」

「どうした？」

「あのさ、最近体調はどう？　具合が悪くなったりしない？」

「あぁ、一度しっかりと回復したから、以前のような調子を取り戻せた。これも全部お前のおかげだ。感謝している」

「そっか。それならよかった……」

　彩夏は少し躊躇いながら口を開く。

「あれ以来、力の補給とかしてないから、大丈夫なのか、ちょっと心配になって……」

　本題に入りたくても、何となく気恥ずかしくて、なかなかはっきりとは伝えられなかった。

「それなら心配しなくていい。俺はもともと魔力の出力コントロールもできるから、今はなるべく魔力を消費しないように調整しているし、お前がそばにいる時は、基本的に力は維持されるから問題はない」

　ウィルは彩夏を見つめて優しく微笑む。

「お前から分けてもらった力は、少しも無駄にしないように慎重に使っている。だからもう心配しなくていい」

「そうなの？」

「あの日のように、体に直接触れる必要はないから安心してくれ。これからはきちんと自分で力の管理をしていくから」

「う、うん……」

　ウィルがあまりにも清々しい表情で話すので、彩夏は曖昧に頷くことしかできなかった。触れる必要がないというなら、普段何気なく触れてくる理由は何だろうか。気になって仕方ないが、言及し続けていくと、まるで「ウィルと触れ合いたい」と言っているかのようで、それ以上、口にすることは憚られた。

　その話をした後も、相変わらず不意に体が触れ合ったり、話すときも距離が近くて、彼の一挙一動に彩夏の心はかき乱されていた。彼のことを意識しすぎるあまり、時にはあの夜のことが思い出されて、体の奥が熱を帯びることもあった。

　彩夏は自分がウィルを男性として意識してしまっていることに、戸惑いを覚えていた。

　神聖な推しに対して、こんな性的な感情を抱くようになってしまったことが心苦しくてならない。けれど、感情をうまく処理できなくて、どうすることもできなかった。






　隙あらばウィルのことばかりを考えてしまうようになり、彩夏が日々を悶々と過ごしていると、学生時代の友人である、狭山さやま葉月はづきから連絡がきた。葉月からの誘いで、久しぶりに二人でランチに行くことになった。彼女は彩夏のオタク友達でもあり、昔は一緒に同じ作品のコスプレをしていた仲だった。

　二人は会った途端、話に花が咲いて会話が止まらなかった。一年ぶりくらいの再会ではあったが、次から次へと話題が飛び出し、互いに話が尽きることはなかった。近況報告や最近の推し活など、ひとしきり話して、ランチを半分くらい食べ終えたところで、葉月がそれまでとは全く違う話題を振ってきた。

「ところでさ、久しぶりに会ったら、ずいぶんと垢ぬけた感じになってるけど、何かあった？」

「え？」

「彼氏でもできた？」

「っ！　げほっ、げほっ……」

　友人からの突然の問いかけに驚いて、彩夏は盛大にむせてしまった。

「ちょっとやだ、大丈夫？」

「うっ……ごめ……ごほっ……」

　彩夏が落ち着いたのを見計らって、葉月がニヤリと笑いながら再び口を開く。

「その反応、ってことは、やっぱりそういうことなんだ」

「違うのよ！　彼氏とか全然そういう感じじゃなくて……」

　言葉が最後に向かうにしたがって、だんだん声が小さくなっていった。

　付き合っているとか、そういう関係ではなくて、では何なのだろう？

　オタクと推し？　それはもう違う気がする。

　同居人？　ただ一緒に住んでるだけなら、悩んだりドキドキしたりしないはず。

　それならば、この名もない関係性は何だろう。自分で自分に問うてしまう。

　曖昧に答えたまま、苦しそうな表情をする彩夏を見て、葉月は真面目に声をかけた。

「どうしたの？　何か難しい感じの関係？」

「難しい、っていうか、その……別の世界の人なの」

「別の世界？　っていうと……芸能人とか？　それともめっちゃお金持ちとか？」

　彼のことをどこまで話すか迷ったが、たとえ大事な友達でも、さすがにウィルの出自しゅつじを詳細に話すわけにはいかないと思い、彼女の言葉に控えめに頷いた。

「まぁ、そんな感じかなぁ……」

「へぇ！　いいじゃん！　そんな人と出会えるなんてすごいね」

　葉月は彩夏の話を期待に満ちた目で楽しそうに聞いている。彼女とは裏腹に、彩夏は浮かない表情で俯いていた。その様子を見て、葉月は不思議そうに首を傾げた。

「何でそんな暗い顔してるの？　上手くいってないの？」

「上手くいってるも何も、始まってないんだよ……」

　推しはあくまでも推しであって、敬愛すべき存在だ。敬愛とは、敬い、親しみを持って接することであって、愛だ恋だ、好きだ嫌いだ、という感情を凌駕したものだ。推しとは、もっと崇高で、尊ぶべき存在のはずである。だから、自分が彼に対して好きだとか愛してるとか、そういう感情を抱いていいとは、なかなか思えなかった。本当はもっと遠い存在で、出会えるわけがなかった存在である。そのことを思い出す度に彩夏の中には迷いと葛藤が生まれていた。

　自分の分をわきまえなくてはいけない。

　彩夏の耳元で、もう一人の自分が、いつもそう囁くのだ。

「……だって、違う世界の人なんだもん。私とは生きる世界が違うし、好きになっていいわけ、ないもん」

「何でそうなるの？」

「え？」

　葉月の言葉にハッとして顔を上げると、彼女は心底不思議そうな顔をして彩夏に問いかけた。

「違う世界に住んでたら、好きになったらいけないの？」

　葉月は真っ直ぐに彩夏を見つめていた。

「その人は、誰かと付き合ってるとか、結婚してるとか、そういう人？」

「ううん。そうじゃない」

「じゃあ、極端に嫌われてるとか、恨まれてるとか、そっち系で何か思い当たることがあるの？」

「そういうことは……ない、と思う」

　先ほどまでの、はしゃいでいた雰囲気とは打って変わって、葉月は真剣に一つずつ問いを投げてくる。

「それなら、何を躊躇う必要があるの？」

「だって……」

　葉月は彩夏の返事を待つことなく口を開いた。

「住む世界が違ったって、今は彩夏が生きているこの世界で出会うことができて、目の前にいるんだよね？　会えるんだよね？　話ができて、手を伸ばせば触れられるところにいるんだよね？」

　彩夏は静かに頷いた。

「だったら躊躇う必要なんて何もないじゃん」

「そうなの、かなぁ……」

　いまだに迷いが消えない彩夏を励ますように、葉月は力強く言葉を続けた。

「そうだよ！　だってそれって、奇跡みたいなことなんだよ。この世界で、人と人が出会うって、奇跡なの。その奇跡が今、目の前にあるのに、何を躊躇ってるの？」

「でも、さ……本当に好きになって、その後に、もう二度と会えなくなったら、どうしたってつらいじゃん……」

「だから、一緒にいられるこの瞬間を大事にするんでしょ？　いつ来るかわからない、本当に来るかもわからない暗い未来なんて考えてる時間がもったいないよ。そんな暇があったら、自分の気持ちを正直に伝えて、できる限りその人と幸せな時間を過ごす方がいい」

　確かに、彼女の言う通りだった。先の不安に気を取られていては、せっかく目の前に幸せな時間があっても、その価値に気付くことができない。

「幸せな時間の記憶があると、それを支えに生きていけるの。その後の困難を乗り越える糧にもなってくれる。もしもこれから先で何か問題が起こったら、その時に考えたらいいんだよ」

　そこで葉月は彩夏の方に向かって身を乗り出し、力を込めて熱弁する。

「それに、離れ離れになったとしても、もう一度会いたいって思うなら意地でも会いに行きなよ。地の果てまでだって追いかけていけばいいし。どんな邪魔が入っても関係ないよ。本当に欲しかったら、死に物狂いで手に入れな」

　そう言い放つ彼女の瞳は、凛としていて美しかった。

「死に物狂いで、か……葉月はかっこいいな」

　葉月はテーブルの上に置かれていた彩夏の手を握り、しっかりと力を込めた。

「もし、その人と離れることになったとしても、一度別れることになったとしても、運命の人とは絶対に再会できるようになってるんだよ」

「そう、なの？」

「そうだよ。だから心配しなくても大丈夫」

　彼女の話を聞いているうちに、彩夏の目から涙がこぼれていた。

　葉月は彩夏にハンカチを差し出した。彩夏は礼を言ってそれを受け取ると、そっと涙を拭う。

「誰かを好きになれるって、とっても素敵なことだよ？　自信もって、胸張って、堂々としてたらいいの。相手が誰だとしても、人を愛するその感情は美しくて尊い。これは万国共通だよ。何にも代えがたい、素晴らしいものなんだから」

「葉月、ありがとう……」

「彩夏、幸せは自分で手を伸ばさないと向こうからはやってこないんだよ。彩夏の幸せを掴み取ることは、彩夏にしかできない。自分を幸せにするために、最後まで諦めちゃダメだよ」

　彩夏は葉月の言葉に心を打たれ、しっかりと頷いた。彩夏の背中を押すには十分だった。

　彼女と話したことをきっかけに、彩夏は自分の気持ちに正直になると決めた。ウィルが別の世界の人でも迷わない。躊躇わない。誰の許可も必要なくて、自分だけは自分の気持ちを認めてあげよう。確かに彼を失う日が来るかもしれないけれど、いつ来るかもわからないその日に怯えるのではなく、今ある幸せを大切に感謝しよう。本当は出会えるはずがなかった人が目の前にいるんだ。これは類を見ないほどの奇跡であって、運命が変わる瞬間なんだ。共に過ごせる時間があることに感謝をして、心の声にもっと素直に生きよう。ここから先、何があっても後悔しないように、目の前の瞬間を大切にしよう。

　彩夏は自分の心と向き合い、彼への気持ちも自分の感情として受け入れようと決心した。






　彼への想いを自分の中で認めたのはよかったが、彩夏はそこから二人の関係を進展させることができずにいた。年末が近づいてきて、年内が期限の仕事に追われてしまい、色恋どころの話ではなくなってしまった。がむしゃらに仕事をしているうちに、気付けば師走も終わりに近づいていた。

　この日もいつものように出勤しようとすると、ウィルに呼び止められる。

「今日は仕事以外に何か予定はあるのか？」

「ううん。特に何もないよ」

「それなら、早めに帰ってきてくれないか」

「もちろんいいけど……どうかした？」

「それは帰ってきたらわかるから、今はまだ秘密だ」

「秘密？　わかった。じゃあ楽しみにしてるね。なるべく早く帰ってくるよ」

　彩夏は笑顔で答えると、自宅を後にして会社へと向かった。






　仕事のスケジュールを確認しようと、カレンダーを見たところで彩夏は今日がクリスマスイブであることに気が付いた。それと同時に、出かけ間際にウィルが言ったことがクリスマスに関係していたのかもしれないと思い至った。何かプレゼントでも用意しようかと考えたが、時すでに遅し。業務が立て込んでいて昼休みを取ることすらままならない状況だった。しかし、どんなに忙しくても、ウィルに早く帰ると言ったからには、その約束だけは守りたい。必死で業務を片付けると、定時を少し過ぎた頃になんとか仕事を終えて会社を飛び出した。

　帰る道すがら、幸せそうな笑顔を浮かべた人々とすれ違う。彩夏の会社の近くはイルミネーションの名所になっていて、多くの人たちが煌めくイルミネーションを楽しんでいた。当然のように辺りにはカップルが多く、仲睦まじく寄り添って歩いていた。この日に限ってやたらと彼らの存在が目についた。あまり視線を向けてしまうと失礼だろうと思い、なるべくわき目を振らずに、駅を目指してとにかく足を進めた。

　無事に電車に乗り込んでひと息ついた。車窓を流れていく景色をぼんやりと眺めながら、物思いにふける。

　最近、道行くカップルを羨ましいと思う自分がいる。自分も愛する人と一緒にいられたら、想いが通じ合えたらいいと思うことがある。そう考えた時に、真っ先に頭に思い浮かぶのは、もちろんウィルだった。今はもう、彼を男性として意識していることを、自分でもきちんと認められるようになっていた。しかし、まだ迷いが全て消えたわけではなかった。この想いを本当にこのまま抱いていていいのか、悩ましかった。

　彼はもともと住む世界が違う。いつ、彼が元の世界に帰ってしまうかもわからない。好きになったら別れがつらくなる。一緒にいられる今を大切にしたいと思いながらも、失うことを恐れる気持ちが消えてくれない。

　おそらく自分には、覚悟が足りていないのだろう。この恋を始めた後で傷つくことが怖いのだ。それは何となく理解できたが、ここから先に進むために、どうしたらいいのかわからない。どうやったら傷つく覚悟なんてできるのだろうか。

　そんなことをぐるぐると考え続けていると、気付いた時には最寄り駅に着いていた。沸き起こった様々な感情への答えは見つからず、今はただ、胸の奥に沈めてふたをした。

　帰る途中でケーキ屋に立ち寄り、ブッシュドノエルを買った。彼へのプレゼントは用意できなかったので、少しでもクリスマス気分を演出しようとした彩夏の苦肉の策であった。






　彩夏が帰宅すると、ウィルが笑顔で出迎えてくれた。テーブルの上には食事の支度がされていて、彩夏は目を丸くした。ブラウンシチューにマッシュポテトが添えられており、丸パンも用意されている。どれも彩夏が作った覚えのないものだった。

「コレ、どうしたの？　私の作り置きにはなかったはず……」

「人生で初めて、魔法を使わずに料理をしてみたんだ」

　以前、ウィルに料理が作れるのか尋ねたことがあった。あちらの世界では作ったこともあるようだが、魔法が使えないと味に自信がない、と言って、一人では決して料理に挑戦しなかった。そんな彼が初めて自ら料理をしたと聞いて、再び目を丸くした。

「じゃあ、これはウィルの手作り!?　すごいね！　いつの間に……」

「毎日のようにお前が料理をする様子をみていたからな。恐れずにやってみたら案外何とかなった」

　得意げな顔で答える彼が可愛くて、彩夏は思わず頬を緩ませた。

「クリスマスといえば、俺の世界ではこのメニューが定番だからな」

　そう言われて彩夏はハッとする。

「そうだ！　ゲームの中で見たことある！」

　ゲームのクリスマスイベントで、攻略キャラとクリスマスディナーを共にする時は、どのキャラでも決まってこのメニューが食卓に並んでいた。

　ゲームの中で彼が食べていた味を知ることができるなんて、彩夏にとっては夢のようだった。

「まさかあのメニューが食べられるなんて……」

「クリスマスに食べるシチューは、それぞれの家庭によって味が違うんだ。だから今日は我が家に代々伝わる味をできるだけ再現した」

「え、ちょっと待って。推しの手料理を食べられるってだけでも神がかったイベントなのに、しかもそれがウィルの家庭の味!?　ヤバ……マジで奇跡……」

　推しが作ってくれたゲーム飯にオタクの血がたぎる。

「そんな大げさだな。だが、喜んでもらえたなら、作った甲斐があった」

「すっごい嬉しいよ！　食べるの楽しみだな～！　早く食べよう！」

　ウィルが作った料理を前に大はしゃぎの彩夏を見て、ウィルも嬉しそうに微笑んでいた。






　ウィルが作ってくれたシチューはスパイスが効いており、コクがあってとても味わい深いものであった。マッシュポテトを途中で合わせると、味わいがまろやかになって、それもまた美味しかった。

　あっという間に皿が空になり、今度は彩夏が買ってきたケーキを食べながら二人の談笑が続いた。

「作ってくれて本当にありがとう。すっごく美味しかったし、ウィルが昔から食べていた味が知れたことも嬉しかったよ」

「今回は、どうしてもお前のために作りたかったんだ。普段の感謝を伝えたくて」

　ウィルはそこでいったん言葉を切ると、居住まいを正して口を開いた。

「伝えたいことがあるんだ。聞いてくれるか？」

「どうしたの？　急に改まって……もちろん聞くよ」

　彩夏が笑顔で答えると、彼は緊張した面持ちで話し始めた。

「この世界に来て、もうずいぶんと時間が経ち、こちらの生活にも次第に慣れてきた。それも全て、お前が共にいてくれたからだと思う」

「私は、自分にできることをしてきただけだし、ウィルと過ごす時間がいつも楽しくて、一緒にいられて嬉しいんだよ。こちらこそ感謝してる」

「お前と長い時間を共に過ごすようになって、あちらの世界にいた時には知ることができなかったお前の姿をたくさん知ることができた」

　その言葉を聞いて、彩夏の心は温かいもので満たされていった。自分もウィルのいろんな面を知ることができて嬉しく思っていたから、彼も同じような気持ちを感じていたことが嬉しかった。

「お前のことを知れば知るほど、魅力的なところがたくさん見つかって、気付いたら惹かれていた」

「え？」

　聞こえてきた言葉が、一瞬、何かの間違いかと思って、ウィルの顔をまじまじと見つめてしまう。

「俺は、お前にどうしようもなく惹かれているんだ」

　真剣な眼差しから、それは彼の心からの言葉であることが伝わってきた。

「アヤカのことが、好きなんだ」

　彩夏は彼からの突然の告白に、頭が真っ白になった。

　ゲーム上でウィルが名前を呼んでくれるのは、好感度が最大値になった時だけだった。そのことから考えると、彼が自分の名を口にしてくれたというのは、並々ならぬ思いがあってのことだろう。きっと、彼は心から自分のことを好きだと言ってくれている。

　嬉しいはずなのに、感情の処理が追い付かなくて頭が回らず、なんと返事をしていいかわからなくて言葉に詰まった。彩夏の反応に、ウィルは少し寂しそうに笑った。

「……突然こんなことを言われても困らせるだけだな。驚かせてすまなかった」

　彩夏は席を立ったウィルの袖を掴んで、慌てて彼を引き止めた。

「ウィル、あ、あのね……待って、違うの」

　ウィルにここまで言ってもらって、もう躊躇っている場合ではない。ここで自分の想いを伝えなければ、それこそ彼を傷つけてしまう。

「ウィルの気持ちはすごく嬉しくて。そんなふうに思ってくれるって、思っていなくて」

　恥ずかしさと緊張で、上手く言葉が出てこない。まさか憧れだった推しに告白をする日が来るなんて思いもしなかった。

「私もね、最近ずっと、ウィルのことを考えていたの。この気持ちに気付くのに、時間がかかっちゃったんだけど……でも、私も、ウィルと同じで……」

　彩夏がたどたどしいながらも何とか思いを口にすると、ウィルの表情が少しだけ緩んだ。

「つまり、アヤカも俺のことを好いてくれているということか？」

　そう問われて彩夏は思いっきり頷いた。

「そうか……よかった」

　ウィルは彩夏に手を伸ばすと、その腕で優しく包み込むように彩夏を抱きしめた。

「この瞬間を、どれほど夢見たか……」

「そんな、大げさな」

「大げさなわけがあるものか。アヤカを愛していると自覚してから、他の男に取られやしないかと、ずっと不安だったんだ」

「そんなことないって」

　最近の彩夏が異性からアプローチされていることは全くないので、彼の考えていることは完全に杞憂であった。彩夏がクスクスと笑うと、不満そうな彼の声が返ってくる。

「あのな、お前はもっと自分の魅力を自覚しろ。大体、俺がもともといたのは、お前のことを全員で取り合うような世界だぞ」

　ゲームの構造上、あちらの世界の「アヤカ」は、確かに全男性の憧れの的であった。ウィルにとっては、やはりあちらの世界での印象が強いようだった。

　彩夏はそっと彼の背中に腕を回して、抱きしめ返した。

「大丈夫だよ。私は、あちらの世界の『アヤカ』とは違う。他の人のところになんて行かないから」

「絶対に離してやらないからな。誰にも渡さない」

　ウィルはそう言って彩夏を抱きしめる腕に力を込めた。

「ウィルって、実は独占欲強かったんだ」

　彩夏が嬉しそうに小さく呟くと、ウィルは体を少し離して、不満げな顔で彩夏を見据える。

「勘違いするな。別に普段からこういうわけでは……」

　彩夏が嬉しそうにニコニコと笑うので、ウィルは心外だ、とでも言いたげな表情を浮かべて彼女の顎を持ち上げた。彩夏の顔を自分の方へ向かせると、無理やり視線を合わせた。

「俺をからかって楽しむようなヤツには、お仕置きが必要だな」

「え？」

「この悪い口は……塞いでしまおう」

　言うや否や、ウィルは少し荒っぽく彼女の唇に口づける。彩夏は驚いて目を白黒させる。しかし、次第に優しく変わり始めた口づけに甘く酔っていき、うっとりとした様子でゆっくりと瞼を閉じた。彩夏の肩の力が抜けたことに気付いたウィルは角度を変えて、より深い口づけへと変化させた。互いに息つく間も惜しむように、何度も口付けを繰り返していく。

　そして二人の夜は更けていった。

















五章












　一年の締めくくりは、どうしてもこうも毎年忙せわしないのだろうか。クリスマスが終わってから仕事納めの日まで、怒涛の如く業務が押し寄せてきて、あっという間に時間が流れた。クリスマスにウィルと気持ちが通じあったものの、慌ただしい日々の中で、ゆっくりとその余韻に浸る間もなく、気付けば正月を迎えていた。

　二人でぼんやりとテレビを見ていると、画面の中では正月らしく振袖を身にまとった女性たちの姿が目を引いた。

「珍しい服装だな」

「あれは着物っていって、この国の民族衣装だよ」

「普段は見かけないが……」

「そうだね。今はほとんど洋服だからなぁ。着てる人がいないわけではないんだけど、多くはないからね」

「なるほど……」

　ウィルは彩夏の話を聞きながら、珍しそうにテレビ画面を見つめていた。

　この三が日は特に予定もなく、年末の疲れもあるから家でのんびり過ごすつもりでいた。しかし、ウィルにとってはこの世界で迎える初めての正月である。それなのに、ずっと部屋に居るだけというのも、なんだか申し訳ない気持ちになってきた。彩夏は少し考えを巡らせて一つの案を思いついた。

「そうだ。初詣に行こうか」

「はつもうで？　何だそれは」

「簡単に言うと、お正月の間に、神様がいるところに挨拶に行くの。去年一年間を無事に過ごせた感謝と、今年一年もまた無事に過ごせますように、って」

「一年の始まりの、しきたりのようなものか。面白そうだな」

「じゃあ早速一緒に行こう！　……と思ったのですが」

　彩夏は勢いよく立ち上がろうとして、途中でピタッと動きを止めた。

　話の流れが読めず、ウィルは首を傾げる。

「どうした？」

「せっかくだから、外で待ち合わせしない？」

「それは構わないが……同じ家から出かけるのに、わざわざ別に行くのか？」

「だって、たまにはいつもと違う事をした方が面白いじゃん」

　ウィルは彩夏の様子を不思議に思いながらも、たまには変化があった方がいいという気持ちもわかるので、彼女の提案に同意した。

「じゃあ、約束の時間になったら駅前で待ち合わせね」

　彩夏は必要最低限の荷物だけを持って家を出ていった。

　二人が約束した時間は数時間後だったので、ウィルはもう少し家の中でのんびりと過ごすことにした。






　彩夏は自宅を出ると、急いで自分の実家へと向かった。せっかくの機会だから、彼に着物を間近で見せてあげたいと思った。実家には、祖母が彩夏のために仕立ててくれた着物が眠っているので、それを着て彼と初詣に行こうと考えたのだ。

　電車で数十分のところにある実家を訪れると、両親と祖母が居間でテレビを見ながら、おせちを食べていた。父は彩夏の姿を見て嬉しそうに笑う。

「おぉ！　明けましておめでとう。帰ってきたのか！」

　母は驚いたように問いかけた。

「あら、急にどうしたの？　今年は自分の家でのんびりするって言ってなかった？」

「うん。そうだったんだけど、ちょっとおばあちゃんにお願いがあって」

　彩夏が話を振ると、祖母は笑顔で答える。

「どうしたんだい？」

「着物を着付けてほしいの。……友達と、初詣に行きたくて」

「そういうことかい。いいよ。私の部屋においで」

　そう言うと、祖母はゆっくりと立ち上がって居間を出る。彩夏は祖母の後ろについて階段を上がり、祖母の部屋である和室へ入った。

　祖母は桐のたんすから着物と必要な小物を取り出して、畳の上に並べていく。彼女は今でも外出の時など、比較的頻繁に着物を着ており、人に着付けをすることにも慣れていた。

　彩夏が和装用の下着を身につけると、その上にテキパキと着付けを行っていく。

「それにしても、急に着物が着たいなんて珍しいねぇ。いつもなら、私が着付けてやると言っても着ないのに」

「友達と初詣に着物で行こうって話になって……」

　ウィルのことをそのまま言うわけにもいかないので、咄嗟に誤魔化してしまう。

「……男だね？」

「えっ……」

　唐突に問われて、彩夏は一瞬言葉に詰まる。素直に答えることも恥ずかしいが、かといって否定するのも憚られて、視線を少し彷徨わせて、祖母から顔を背けた。

「図星のようだね」

　彩夏の反応を見て、祖母は小さく笑う。

「まだ、お父さんには言わないで……」

「その方がいいだろうね。彩夏に恋人ができたなんて聞いたら、あの子はしばらく寝込んでしまうだろうし」

　彩夏の父は娘たちを溺愛しており、二つ上の彩夏の姉が、初めて彼氏を連れてきた時には、それはもう大変な騒ぎだった。

「時の流れは早いものだねぇ。あんなに小さかった彩夏が、好いた男の人のためにめかし込んで……」

「そんな、大げさな……」

「そうかい？　着物なんか滅多に着ない彩夏が、わざわざこっちに帰ってきてまで着付けを頼むってことは、そういう事だろう？」

　祖母は話しながらもずっと手を動かしていて、どんどん彩夏に着物を着付けていく。

「別に恥ずかしいことでも何でもないんだから、いいじゃないか。堂々としてたらいいんだよ」

「彼が着物を見たことがないから、それで見せてあげたいと思って」

「おや。異国の御仁なのかい？」

「え？　あ……う、うん。そんな感じ、かな」

　祖母の鋭い指摘に焦って、咄嗟に話を合わせてしまった。まさか異世界から来た人だなんて言えるわけがない。あまり余計なことは話さない方が身のためだと肝に銘じた。

「それなら、うんとキレイにしてあげようね。他の女には見向きもできないほど、彩夏が誰よりもキレイになるように仕上げてあげよう」

　祖母は楽しそうに笑うと、帯を締めて着付けの仕上げに取り掛かる。

「ねぇ、おばあちゃん」

「なんだい？」

「おばあちゃんは、おじいちゃんに先立たれて、どうやって立ち直ったの？　一人になって寂しかったんじゃない？」

「そうだねぇ……」

　彩夏の祖父は若い頃に病気で亡くなっていた。祖母は口元に笑みを浮かべたまま、しばらく沈黙する。部屋には着付けで布が擦れる音だけが響いていた。

「寂しかったし、つらかったし、不安で怖かった。だけどね、子どもたちを守らないといけなかったから、そんなことにかまっていられないほど、必死だったかねぇ」

「そっか……」

　今ほど女性の社会進出が進んでいたわけではなく、ひとり親も珍しかった時代に、子どもを一人で育て続けたことは並大抵の努力ではなかったはずだ。苦労が多かったことは想像に難くない。

「それにね、彩夏のおじいちゃんは、おばあちゃんにたくさんの幸せを残してくれたんだよ。だから生きていられた」

「幸せ？」

「日常の、ほんの些細な事だよ。例えば、二人でよく歩いた道を歩けば、一緒に家まで帰った時のことを思い出したり。大福を食べたら、おじいちゃんが好きだったことを思い出したり」

　祖母は話しながら、目を細めて穏やかに微笑んでいる。

「確かに、失った悲しみは途方もなく深かったけど、それを埋めてくれるくらい、たくさんの思い出と、たくさんの幸せをもらっていたからね。おじいちゃんからもらった、その大切な宝物が、おばあちゃんを今でも生かし続けてくれてるんだよ……さぁ、できたよ」

　そう言われて彩夏が目の前の鏡に視線を移すと、そこには艶やかな着物を身にまとった自分の姿が映っていた。

「ほら、べっぴんさんだ」

「すごい……さすがおばあちゃん！　ありがとう」

「このくらい、いつでもお安い御用だよ」

　彩夏が荷物をまとめて部屋を出ようとしたとき、祖母に後ろから声をかけられて足を止めた。

「少しだけ、年寄りからアドバイスをしてあげよう」

「アドバイス？」

　彩夏が振り返ると、祖母が静かに語りだした。

「日常は決して当たり前ではないんだよ。当たり前に感じていることほど、実はとても大切なものなんだ。平穏な毎日が当然のように続くと思ってはいけない。もしかしたら、明日には全てを失うかもしれない」

「──っ」

「だけどね、失うことは、怖いことだけではない。失って、それで初めて見えてくることも、逆に得られたものも、たくさんある」

「そうなの？」

「あぁ、そうさ。何かに迷っているなら後悔しない方を選ぶんだよ。そして、躊躇って結局やらなかったことってのは、だいたいの場合は後から後悔するんだ。だから、彩夏は後悔のない人生を生きるんだよ」

　穏やかに、けれど凛とした強さのある声が、彩夏の心の奥深くまで染み入っていく。

　祖母がくれた言葉をしっかりと心に刻み込んだ。

「おばあちゃん……ありがとう」

　優しく微笑む祖母に見送られて、彩夏は実家を後にした。






　彩夏は実家を出て、駅に向かって歩きながら、祖母に言われた言葉を思い返していた。

　後悔しない選択、当たり前ではない今日、全てを失うかもしれない明日──

　何があっても後悔しないように、自分の気持ちに素直になって彼の手を取った。しかし、彼の隣にいる幸せを知ってしまった今、失う事なんて耐えられる気がしなかった。

　いつか失うかもしれないとわかっていても、想いを告げたことは彩夏にとって「後悔をしない選択」であったはずだ。目の前に彼がいる今のうちに想いを伝えたことは、間違っていないはずだった。

　けれど、いつか彼が元の世界に帰って、もう二度と会えなくなってしまったら、と考えるとどうしようもない恐怖に襲われる。

　電車に揺られ、車窓を眺めながら、どれほど考えても、この恐怖に打ち勝つ術は何も思いつかなかった。せめて彼と一緒にいる時は、不安な未来は心の奥にしまい込んで、笑顔でいようと自分に言い聞かせた。






　ウィルと待ち合わせていたのは自宅の最寄り駅の改札前だった。駅にたどりつき、改札を出て、彼の姿を探す。少し離れたところで、辺りを見回しているウィルの姿を見つけた。すらりと背が高く、精悍な顔つきの彼は、遠くにいてもすぐに見つけられた。

「ウィル、お待たせ！」

　あえて後ろから近づいて声をかけた。振り向いた彼は彩夏の姿を見るなり目を見張った。

「これは……素晴らしいな」

　ウィルは彩夏の全身が見えるように少しだけ彼女から離れると、着物姿の彩夏をしっかりと眼まなこに写す。

「さっきテレビで見た、着物というやつだろう？　アヤカも着物が着られたんだな」

「実は実家に着物があったのを思い出して、おばあちゃんに着付けてもらったの」

「そうか。すごくキレイだ。よく似合っている」

「あ、ありがとう……」

　彩夏に向けられる彼の眼差しはとても優しくて、彼が彩夏のことを愛しく思ってくれていることが、よく伝わってきた。

　あまりにもストレートに褒められて、照れくさくなった彩夏は少し視線を逸らした。

「それにしても、こうやって外で待ち合わせをするのも、いいものだな」

「そうでしょ？　何かわくわくしない？」

「あぁ。ここでアヤカを待っている間、すごく楽しみだった。今までこうやって出かけたことはなかったから、すごく新鮮な気持ちになったな。これからデートに行く時は、この方法を採用しよう」

「えっ……」

　思いがけないワードが耳に入ってきて、彩夏は一瞬固まった。言われてみれば確かに「デート」なのだが、改めて言われると、くすぐったいような気持ちになってドギマギしてしまう。

「どうした？　今日だってデートだろ？　違ったか？」

　照れている彩夏に対し、ウィルはさも当然というように問いかけた。

「それは、そうなんだけどね。はっきり言われると、その……」

　彩夏は見切り発車で口を開いたものの、次に続く言葉はうまく出てこない。

「ほら、いいから、早く行こ！」

　彩夏はなんだかいたたまれなくなって、誤魔化して逃げるように話を打ち切ると、目的地の方向へと足を踏み出した。ウィルは彩夏の反応を可愛らしく思いながら、すぐにその後を追いかける。そして二人は並んで歩き始めた。






　彩夏の家の近所には近隣でも有名な大きな神社があり、参道はたくさんの出見世が立ち並んでいた。初詣に来た人たちは出見世を楽しみながら本殿を目指している。二人も道の左右に立ち並ぶ様々な出見世を見ながら歩いていた。

「ずいぶん賑わっているな」

「この近くに住んでる人はもちろんだけど、結構遠くからも人が来るような大きな神社だからね」

　──ドンッ！

　会話に夢中になっていた彩夏は、前から来た人とすれ違いざまにぶつかってしまった。慣れない格好のため、足がもつれて上手く体勢を立て直せない。体が一気に傾いて、転ぶのを覚悟したその時、体の動きが止まった。

「ふぇ？」

　一瞬、何が起こったのかわからなくて、彩夏の口から思わず変な声が出た。咄嗟にウィルが抱き留めてくれたことで、彩夏はどうにか転ばずに済んだようだった。

「大丈夫か？」

　間近で顔を覗き込まれて、その距離の近さに胸が高鳴った。

「うん、大丈夫。ありがとう」

　彩夏はなんとか平静を装って返事をする。しかし、心臓は早鐘を打っており、頬が火照るのを感じていた。

　心臓の高鳴りを悟られないように、慌てて彼から離れようとすると、ウィルは彼女の意に反して彩夏から体を離すと同時に、今度は彼女の手を取った。

「えッ……」

　驚いて彼の顔を見上げると、ウィルは彩夏と視線を合わせずに答えた。

「こうしておけば、また転びそうになった時もすぐに助けられるからな」

「前を見てなくてごめんね。でも、もう大丈夫だよ」

「だが、これほどの人出だと、はぐれても困るだろ」

「そんな、子どもじゃないから、はぐれたりはしないと思うよ？」

「……ただ、アヤカと手を繋ぎたい、と言ったら、ダメか？」

　ウィルは少し拗ねたような口ぶりで、恥ずかしそうにつぶやいた。

「それは……その……ダメじゃないです」

　彩夏は真っ赤になりながら、最後の方は消え入りそうな声で答えた。彩夏が照れてしまうようなことをサラリと言ったかと思えば、こうした可愛らしい一面もあり、彼には翻弄されっぱなしである。

　彩夏への返事の代わりに、繋がれた手に少し力が込められた。そのまま二人は手を繋いで歩き出した。真冬の寒さの中で、繋がれた手がとても温かった。






　二人は人の流れに乗ってゆっくりと参道を進み、かなりの時間をかけて本殿にたどり着いた。

「ここにお賽銭を入れて、目を閉じて手を合わせて、心の中で神さまにご挨拶するの」

「ほぉ……」

　そう言って、彩夏は賽銭を入れると、本殿に向かって手を合わせる。ウィルもそれに倣って、同じように手を合わせた。

　彩夏は心の中で日々を無事に過ごせる感謝と共に、この日常が少しでも長く続くことを願った。

　二人で参拝を済ませると、本殿から少し離れたところにおみくじが設置されていた。

「あ、ちょっとおみくじやってみようよ。今年一年の運勢を占うの」

　二人は木筒を振って、数字の書かれた棒を一本取り出すと、同じ番号が書かれた引き出しからおみくじを一枚取り出した。彩夏はそこに記された文字を目で追った。

　恋愛：迷うことなかれ　心に決めた人が最上

　願い：多くを望まなければ　叶う

　彩夏の引いたおみくじには、まるで彼女の心を見透かしたような言葉が綴られている。恋愛の項を読んで、彩夏は背中を押してもらった気持ちになった。自分で心を決めて、彼を選んでよかったんだと言われている気がした。

　しかし、願いの項を見て、彩夏は悩んでしまう。彩夏の願いは、もちろんウィルがこの世界に留まってくれることである。もしも、彼がこの世界に留まる未来を心から望んだら、本当に叶うのだろうか。

　確かにそれは彩夏の望む未来だが、それは同時に彼から家族や故郷を奪うことにもなってしまう。そんなことを望んでいいのだろうか。この世界に引き留めることは彼にとって本当に幸せなのだろうか。

　彼と共に在りたいと願う気持ちと、彼にとっての本当の幸せを願う気持ちと、二つの思いがせめぎ合って、彩夏の心は複雑に揺れ動いていた。

　たかがおみくじ、と思えばそれで終わりなのだが、今の彩夏の心境を見透かした結果のように思えて、彩夏の心に深く突き刺さった。

「これはそれぞれで書いてある内容が違っていて面白いな」

　ウィルはそう言いながら彩夏の手元を覗き込んできた。

「そうなの。引いたおみくじに書いてある内容が、その一年の神さまからのメッセージなんだよ。ウィルのは何て書いてあったの？」

　彩夏はウィルと同じように彼が手にしているおみくじを覗き込んだ。

　恋愛：年齢などに捉われる必要はなし

　願い：焦ることなかれ　機は来る

　ウィルのおみくじを読んでいると、彼の声が頭上から降ってきた。

「年齢に捉われなくていい、ということは、住む世界にも、捉われなくていいんじゃないか？」

「え？」

　おみくじから顔を上げると、ウィルは不敵な笑みを浮かべる。

「雲の上の存在もこう言ってるんだから、心配しなくていい。俺はずっとアヤカのそばにいる」

「ウィル、もしかして、気付いてたの？」

　驚きながら彼に問うと、ウィルは優しく微笑んだ。

「俺が気持ちを伝えてから、時折、俺を見て悲しそうな表情をしていることがあったからな。お前の考えそうなことなど、手に取るようにわかる」

　彩夏は少し恥ずかしそうにしながら、顔を隠すように両手で覆った。

「ヤダな、そんなにわかりやすい顔してたかな」

「自覚なかったのか？　感情が表情にしっかりと表れるから、ものすごくわかりやすいぞ」

「……不安に思っても、仕方ないのにね」

　彩夏が力なく笑うと、ウィルが彩夏の手を取り、両手で包み込むように優しく握った。

「あまり心配しすぎるな。もしかしたら、このまま死ぬまで、あちらの世界に戻ることはないかもしれないだろう」

「そっか……そういうことも、あるかもしれないか……」

　言われてみれば、確かにそうだ。仮に彼が戻ることを望んでいたとしても、このままあちらの世界に戻れない可能性も考えられるのだ。

　彩夏は意を決して、先ほど思い悩んでいたことを、彼に聞いてみることにした。彩夏がいくら悩んだところで、答えは彼の胸中にしかないのだから。

「ウィルは、さぁ……あちらの世界は生まれ故郷だし、家族も仲間もみんないるし、やっぱり帰りたい、よね？」

「いや、もう戻る気はない」

「え？　いいの？」

　思いがけない返事に彩夏は聞き返してしまう。嬉しい言葉ではあったが、あまりにもきっぱりと言い切るので驚きを隠せなかった。

「アヤカのいない世界になんて興味がないからな」

　ウィルは彩夏の手を握る手に力を込めた。

「もし、俺があちらの世界に戻ることになったとしても、その時は必ずアヤカのところに帰ってくる。だから俺を信じて待っていてほしい」

　彼の言葉に彩夏はしっかりと頷いた。握られた手から伝わってくる彼の温もりが彩夏の心まで包み込んでくれるようだった。

　今まで彩夏の頭にずっと引っかかっていた問題は、彼のたった一言で解決してしまった。こんなに簡単なことなら、もっと早くに聞いておけばよかった。

「いつ何が起こるかわからない暗い未来を不安に思うのではなく、今を生きて、今を楽しんだ方がいい。見えない未来の不安なんて吹き飛ばすくらい、俺がアヤカの心を幸せで満たしていくから」

　彼の言うとおりだ。大好きな人にこんなに大切にしてもらって、目の前にはこれほど大きな幸せがある。それに目を向けず、いつ来るかもわからない不幸を想像して、不安に駆られるだけの日々なんて、そんなもったいないことはない。

「それに、家族はこっちの世界でこれから作っていったらいいだろう？」

「それもそうだね……って、えぇ!?」

　彼の言葉に同意しようとして、その意味を考えた彩夏は顔を赤くした。

「それってどういう……」

「好きに解釈していいぞ」

　ウィルは余裕たっぷりの笑みを浮かべて答えた。

「そんなの、ずるい……」

　彩夏の頬が、よりいっそう朱に染まった。

　こんな他愛のないやり取りが、今は何より幸せだと思う。今は彼がここにいて、同じものを見て、同じ時間を共有して、同じ世界に生きている。そのことに目を向けて、今ある幸せを見つめよう。そう思うと、今この瞬間がとても大切に思えて、愛おしい時間になった。

　彩夏の中にあった不安な気持ちが少しずつ和らいでいった。

「ありがとう。私もウィルのことをたくさん幸せにするからね」

　二人はお互いの顔を見つめて笑い合った。






　参拝を済ませて、再び参道を歩き始めると、二人はどちらからともなく手を繋いだ。

　まだ照れくささはあるものの、それ以上に彼の温もりを感じられることが嬉しかった。

　すると前の方から、手をつないで仲睦まじい様子のカップルが歩いてきた。それぞれが着物を身にまとい、とてもお似合いの二人だった。ウィルもその二人のことが気になったようで、歩きながらすれ違いざまに目で追っていた。

「着物というのは、男物もあるのか？」

「うん。男性用もいろいろあるよ」

「そうだったのか……では、今度お前が着物を着る時は、俺も一緒に着てみたいな」

　思ってもいなかった言葉に驚いて、彩夏はウィルの顔を見上げた。ウィルは彩夏を優しい眼差して見つめて微笑んだ。

「来年も、二人で一緒に初詣に来よう。その時は二人とも着物だ」

　彩夏は彼の言葉に頷いて笑顔を返す。ほんの少し鼻の奥がツンとして、瞳に薄っすらと涙が滲んだ。

「うん。約束だね」

　来年も一緒にいられると信じて、当たり前のようにくれた約束。未来でも当然一緒にいると思ってくれていることが嬉しかった。

　他愛のないことを話しながら二人で寄り添って歩く冬の道は、来た時よりも心なしか暖かかった。

















六章












　正月が終わり、成人の日を過ぎたあたりから、少しずつ街に赤やピンクの装飾が目立つようになり始め、そこかしこでチョコレートの甘い香りを感じるようになってきた。来たる二月十四日のバレンタインデーは、甘い贈り物に想いを込めて、意中の相手に愛を届ける日だ。






　彩夏はこのバレンタインに向けて、一つ決めていることがあった。それはウィルにきちんと自分の想いを言葉で伝えることだった。

　クリスマスに彼から想いを告げられて、二人の関係は順調に進んでいるが、ここに来て彩夏は重大なことに気付いてしまった。あの日、ウィルは自分の気持ちをはっきりと口にしてくれたが、彩夏は彼からの問いかけに頷いただけだった。

　もちろん彼は彩夏の気持ちをわかってくれているし、お互いにきちんと通じ合っているとは思う。それでも、この状況に甘えていいことにはならない。彼はいつも自分の気持ちをしっかりと届けてくれているのだから、それに自分も応えたいと思った。いつもは受け取ってばかりだから、バレンタインの贈り物に勇気をもらって、自分もちゃんと気持ちを表現しようと考えたのだ。

　ゲームのシナリオでも、ラストにあたるバレンタインには主人公が攻略キャラのどちらかが告白してエンディングを迎える。バレンタインを告白のきっかけにするのは、自分たちらしい気もしていた。

　彩夏は休日を使って、百貨店の催事場を訪れていた。色も形も様々なチョコレートが並んでおり、興味を引くものがたくさんあって目移りしてしまう。

　催事場の売り場に並んだチョコレートは百種類を優に超えていた。どれもこれも美味しそうに見えて、候補を絞り込むだけでも一苦労だった。催事場をぐるぐると何周も歩き続け、さんざん悩んで、やっと一つを選びだした。

　彩夏が選んだのは真っ赤なハートのチョコレートだった。ベタすぎる気もしたが、宝石のように煌めくチョコレートで、目を引く美しさが何となく彼のイメージにぴったりだった。

　渡して想いを伝えたら、どんな顔をするだろう。喜んでくれるだろうか。楽しみと少しの緊張で複雑な胸の内を抱えながら、彩夏はバレンタイン当日を迎えた。






　ゆっくり落ち着いて渡したいので、チョコは仕事を終えて家に帰ってから渡そうと決めていた。チョコレートは決して本人に見つからないように、当日までは会社のロッカーに入れて保管していた。

　会社のロッカーで眠らせていたチョコを鞄に入れて帰宅の途についた。チョコレートが鞄に入っているというだけなのに、何となく緊張してきてしまった。

　家に帰ってからも、極力いつもと変わらない雰囲気を装った。二人で食卓を囲んでいると、ウィルがおもむろに席を立った。

「どうしたの？」

「ちょっと、渡したいものがあるんだ」

　首を傾げる彩夏をよそに、ウィルは部屋の奥に行って何かを取り出すと、後ろ手でそれを体に隠しながら戻ってきた。

「いつもありがとう」

　言葉と共に差し出されたのは、真っ赤なバラの花束だった。

「今日はバレンタインだろう？　あちらの世界では男性から女性に花を贈って愛を伝える日だからな。これはいつもの感謝と、俺の気持ちだ」

「ウィルの、気持ち？」

　花束を受け取って両手で抱える。十二本のバラの花。バラには本数によって、花言葉があったはずだが、あいにく彩夏はその知識を持ち合わせていなかった。

「これから先、どんな時も俺は必ずそばにいる。俺は、アヤカのことを愛してる」
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　そう言って、ウィルは彩夏のことを優しく抱きしめた。彼の温もりを感じて胸の奥が温かいもので満たされていく。彼はいつだって真っ直ぐに気持ちを伝えてくれる。だから、今日こそは自分もこの想いをしっかりと伝えようと、心を奮い立たせた。

「私もね、今日は渡したいものがあって……」

　言いながら彩夏がウィルから離れた瞬間、突然ウィルの体がまばゆい光を放つ。

「ウィル！」

　彩夏の直感が彼を離してはいけないと警鐘を鳴らした。悲鳴にも近い声で彼の名を叫ぶ。彼の体はより一層強い光に包まれていく。彼の唇が動いたが、その声は彩夏の耳には届かなかった。ウィルが彩夏に向かって手を伸ばす。彩夏も慌てて手を伸ばすが、どうしても彼の手を掴めない。

　次の瞬間、彩夏の体も光に包まれて、目の前が真っ白になっていく。視界の一切が白で埋め尽くされた時、彩夏の意識はそこで途切れた。






　次に彩夏が意識を取り戻した時は、ベッドの上に一人で横になっていた。ゆっくりと体を起こして目をこする。パジャマを着て、しっかり布団もかぶって眠っていた。頭に霞がかかっているかのように、やけにぼーっとしてしまって上手く頭が働かない。

　時計を見ると二月十五日の午前六時だった。

　考えなければいけないことがあった気がするのに、何かが足りない気がするのに、それが何なのか全く思い出せなかった。部屋を見回してもいつも通りだし、一人暮らしをしているいつもの部屋に、自分が一人でいるだけだった。

　考えてもわからないことに多くの時間を割くわけにはいかないので、気を取り直して身支度を整えた。会社に行く準備をして、ハンカチを入れようと鞄を開けた瞬間、彩夏の目から涙がこぼれ落ちる。

　鞄の中にはプレゼント用に包装されたチョコレートが入っていた。それを見ると同時に何もかもを思い出す。一瞬でも彼のことを忘れた自分は何て薄情なのだろう。

　周囲を見回して、状況を少しずつ把握していく。

　部屋のどこにもウィルの姿はなく、よく見ると、彩夏がせっせと集めたウィルの関連グッズがどこにも見当たらない。引き出しも本棚の中も収納していたあらゆるところを確認しても見つからない。

　慌ててゲーム機を取り出して「マジカル☆レボリューション」を起動する。最初はいつも通りに見えたが、オープニングが流れていたところで彩夏は異変に気が付いた。オープニングでウィルが登場するはずのシーンに彼の姿がない。ゲームのプレイ記録を確認しても彼のデータが存在しない。公式ホームページを見てみても、キャラクター紹介のところからウィルのページだけが消えていた。

　ゲーム機を放り出して、今度はスマホを手に取った。オタク仲間の友達に連絡して、ウィルのことを話してみても、全員が口をそろえて知らないという。どんなに詳細を話しても誰一人として彼のことを思い出さなかった。

　それどころか、家じゅうに置かれていた彼の生活用品の一切も消えていた。何もかも、キレイさっぱりなくなっている。彼がここにいた形跡も、存在した証も、何もかもがなかったことになっていた。

　ここまで確認して、彩夏はやっと理解する。最も恐れていた時が、本当に訪れてしまったのだ。彼がこの世界を去ってしまった。それどころかゲームからも消えてしまったようだった。この世界に彼はもういない。それが彩夏に突き付けられた現実だった。

　彼は確かにここにいたのに。

　確かな感触も、与えられた温もりも、全て鮮明に覚えているのに、彼がここにいたことを証明するものは、何もかも消え去っていた。彩夏に残されていたのは、渡せなかったチョコレートだけだった。そして、チョコレートと共に伝えるはずだった言葉も、言えずじまいになってしまった。彼はたくさん愛を届けてくれたのに、自分は受け取るばかりで少しも返すことができなかった。恥ずかしいとか、勇気が出ないとか、そんなことを言っていないで早く行動しておけばよかった。だが、今頃考えても、もう遅い。彼はもうどこにもいないのだ。手の届かないところに行ってしまった。

　一筋の涙が彩夏の頬を静かにつたっていく。それを皮切りに次から次へと涙が溢れてきた。

　何があっても後悔をしないように、彼との時を重ねてきたつもりだった。けれど、肝心の一言が言えないままになったことを結局後悔してしまっている。いつの間にか、彼がいる日常が当たり前になっていて、次の日でも、先延ばしにしても、いつでもチャンスはあると錯覚していた。自分たちは、いつ失われてもおかしくない、とても曖昧な世界の上にいたというのに、そのことを忘れてしまっていた。

　もっと早く、彼に好きだと伝えればよかった。

　どれほど考えても、ウィルが帰ってくるわけではない。悔しくて、やるせなくて、涙が溢れて止まらなかった。






　彼を失うことになることは、それなりに覚悟もしていた。その時が来たら、諦めるしかないと思っていた。けれど現実はそんなに簡単ではなく、やすやすと割り切れるものではなかった。

　家の中には彼との思い出が溢れていて、今となっては日常の動作の全てが、彼との記憶と結びついてしまう。一緒に食卓を囲んだこと、お風呂上がりに彼の髪を乾かしたこと。たまに夜中に目が覚めて、こっそり彼の寝顔を盗み見たり、二人で並んで座ってテレビを見たり。彼と共に過ごした時間は楽しくて幸せな記憶がいっぱいで、思い出せば苦しくなってしまう。

　家に籠っているとウィルのことばかりを考えてしまうので、少し外を散歩することにした。冬の寒さはあるものの、日なたは思いのほか暖かく、気分転換にはちょうどよかった。あてもなく歩いていると、彼との思い出が街の中のいたるところで見つかった。彩夏にとっては、彼と一緒にいたことが日常と切っても切れないかけがえのないものになっていた。

　彩夏の心にこれほど深く入り込んでいた彼を失って、取り戻す術は見つからなくて、これからどうしたらいいのだろう。時が経てばいつかこの心に空いた空白は埋まっていくのだろうか。胸に感じている痛みに似たこの苦しみは、過ぎ去る日々の中で次第に薄れていくのだろうか。

　考え事をしながら歩いていると、いつの間にか神社にたどりついていた。正月にウィルと初詣に行った神社だった。

　あの日のことを思い出して、そのまま本殿に向かう。そしてあの日と同じように賽銭を入れて参拝をした。静かに手を合わせて、彼の身の無事を願った。

　元の世界に帰ったのだろうと思っていたが、そうではない可能性だって考えられる。あのゲームのシナリオはバレンタインまでで終わっているのだ。シナリオに存在しない時間を生きられないのだとしたら、もしかしたら消失してしまったのかもしれない。或いは全く違う世界に飛ばされていて、違う誰かと出会っている可能性だってある。

　いろんな思考が駆け巡って、悲しみで胸が押しつぶされそうになった。

　もう会えないかもしれないし、一緒にいることが叶わないのかもしれない。けれど、生きていてくれさえすれば、それでいい。せめて彼が行った先で元気で幸せになってくれることを心から願っていた。

　参拝を済ませて境内に出ると、夕暮れが近づいてくる気配がした。寒さがより一層厳しくなってきたので、家に帰ろうと境内を足早に進んでいく。すると、ひと際強い風が吹き、彩夏は思わず足を止めた。

　その瞬間、正月にここでウィルが言っていた言葉が脳裏によみがえってきた。

「何があっても、俺は必ずアヤカのところに戻ってくるから、信じて待っていてほしい」

　根拠なんてどこにもない。戻ってこられる保証もないのに。

　そうは思っても、脳裏に浮かんだ彼の表情が、眼差しが、絶対に大丈夫だと告げていた。あの時の彼の言葉に、どうしてそれほど説得力を感じたのか、理由はわからないけど、なぜか本当に大丈夫な気がしたのだ。

　どうせなら、自信に満ちた彼の言葉を信じてみようと思う。

　彩夏は彼が戻ってくることを待っていようと決心した。

　いつになるか、本当に戻ってくるのか、わからないけど、ただ悲しみにくれて、暗い気持ちで日々を過ごすよりはずっといい。根拠がなくたって、彼の言葉を信じた方が希望があって明るくなれる。

　そう思って顔を上げた彩夏の表情は、すっきりとしていて晴れやかだった。神社に着いた時とは打って変わって、清々しい表情で彩夏は境内を後にした。
















七章












　ウィルが戻ってくるのを待とうと決意したものの、先の見えない不安はどうしても付きまとう。いつまで、どれだけ待てば、彼は戻ってくるだろうか。そもそも彼が戻ってくる保証はどこにもなかった。彼を失った事実は変わらず、広く感じるようになってしまった部屋の中で、涙を流す日もあった。しかし、その度に彼の言葉を思い出し、幸せだった彼との思い出で心を満たして、言いしれない不安感を打ち消した。

　もう一つ、彩夏の心を支えたのは、最後の日に彼からもらった贈り物だった。

　ウィルはあの日、彩夏に十二本のバラの花をくれた。十二本のバラに込められた意味は「付き合ってください」だった。

　あの日のバラに込められた彼からの告白に、彩夏はまだ答えていない。彼は必ずこの答えを聞きに帰ってくるはずだ。そんな気がしてならなかった。

　何もできないけれど、信じる心を失ってはいけないと、気持ちを奮い立たせ続けていた。

　奇跡が再び訪れることを願って眠りにつき、目が覚めて願いが届かなかったことに落胆する日々が続いた。

　それでも必ず朝はやってくる。仕事をする気には到底なれなかったが、仕事に集中していれば、その間だけは彼のことを考えずに済んだので、少しだけ気持ちが楽になった。彼が戻ってくるためにできることが何かあればよかったが、そんなものは何もない。ただ時が経つのを待つしかない彩夏にとって、何かに集中して気を紛らわすことができるのはありがたいことだった。

　ひたすら仕事に没頭し、気付けば会社と家の往復を繰り返す日々。以前はゲームをプレイすることが日課だったが、今ではもう電源を入れることすらなくなってしまった。ゲームをやると、どうしてもウィルのことが頭にチラついて、逆に気が滅入りそうになるからだ。そうこうしているうちに、ウィルが消えた日から一ヶ月が経っていた。

　年度末の締めに向けて日に日に仕事が増えていき、連日残業せざるを得ない状況になっていた。この日も遅くまで働き、ぐったりしながら家路についた。疲れ切った体を引きずりながらやっとの思いで家の前までたどり着く。何気なくマンションの自室を見上げて、目を見開いた。

　自分の部屋に、消したはずの明かりが煌々と灯っている。

　反射的に体が動いた。彩夏は自宅に向かって走り出す。彼女の予想が正しければ、彼女の願いが届いたのなら、この扉を開けた先には──

　玄関を勢いよく開けると、そこには恋焦がれたあの人が、目の前で消えてしまったあの時と同じ姿で立っていた。

「ウィル！」

　鞄を放り投げて彼に思いっきり抱きついた。彼はたくましい腕でしっかりと彩夏を抱き留める。

「ただいま。待たせてすまなかった」

「おかえりなさい。よかった……また会えた」

　久しぶりに聞いた彼の声に、胸が熱くなった。

　彼の存在を確かめるように、彩夏は彼の体に回した腕に力を込める。

「この世界からウィルがいなくなった後、ゲームの中からもウィルのことが全部消えちゃったの」

　思い出しただけで涙がこみあげてくる。彩夏は消え入りそうな声を振り絞るようにして言葉を紡ぐ。

「ウィルが存在した証がどこにも見つからなくなって、みんなに聞いてもウィルのことを誰も知らなくて……もしかしたら、もう会えないのかと思って、私……」

　最後の方は涙交じりになって上手く伝えられなかった。ウィルは子どもをあやすように、ゆっくり優しく彩夏の背中を撫でた。

「不安にさせて、すまなかった」

　ひとしきり抱きしめ合った後、彩夏が少し落ち着いたところで、ウィルは自分がこの世界から消えた後、今までの間に起こった出来事を話し始めた。

　そもそも、ウィルがこちらの世界に来てしまったのは、偶然生まれた空間の歪にたまたま飲み込まれたからだった。彼がいなくなってから、あちらの世界では「シュラルド家の次期当主が行方不明になった」と大騒ぎになった。

　シュラルド家は一族総出でウィルの居場所を探し、やっとのことで、ウィルが時空を超えてこちらの世界に来ていることを突き止めた。すぐにでもウィルを連れ戻そうと考えたが、時空を超えての魔法行使には様々なしがらみがあって簡単なことではなかった。しかし時間をかけて条件を整え、一族はウィルを元の世界に連れ戻すことに成功した。それが一ヶ月前のあの日だった。

「一族の人間は、俺を連れ戻す時に、俺がこの世界にいた痕跡も全て消すように魔法を発動させたから、それで俺に関係するものは全てなくなったんだろうな」

「そういうことだったの……」

「すぐに戻ろうとしたが、一族の反対があって上手くいかなくてな。いろんなことを片付けるのに時間がかかってしまったんだ」

　あちらの世界での出来事を思い出しているのか、ウィルは小さく溜息をついた。

「これでも一応、あちらの世界では屈指の家柄で、次期当主だからな。俺が当主の座を放棄すると言えば、相続争いで戦争が起こってもおかしくない」

「そんな大事おおごとになるの!?」

　ウィルの言葉に、一気に彩夏の血の気が引く。

「心配するな。全員納得するように丸く収めてきたから問題ない。それよりも、骨が折れたのは、体の作り替えだ」

「体の、作り替え……？」

　またも想定の範疇はんちゅうを超えた話が出てきて、彩夏は目を白黒させた。

「こちらの世界で生きていくのだから、魔力を必要としない体を手に入れる必要があるだろう？　お前と同じ「人間」にならないとな」

　話の展開が飛躍しすぎていて、彩夏の思考が追い付いていかない。

「あちらに連れ戻されてから、魔力を必要としない体を手に入れる方法をずっと探していたんだ。なかなか見つからなくて、ずいぶん苦労した。だが、その答えは、とんでもないところで見つかったんだ」

「とんでもないところって？」

「童話だよ。あちらの世界で昔から読み継がれている童話の中に、魔術師が人間になる物語があったんだ」

　その物語の基もとになったのは昔から言い伝えられていた禁断の魔法だった。その魔法の存在は世界の創生期に記されたとされる古文書に記載されており、魔術師が有する全ての魔力と引き換えに、魔力がなくても生きていける体を手に入れられる、というものだ。

　この魔法を行使するには膨大な魔力が必要とされ、難易度も非常に高いものだった。失敗すると命を落とす危険があることから、禁忌の魔法とされていた。

「そんな危ない魔法を使ったの？」

「危険は承知の上で、それでも、俺にはあの魔法を行使しない選択肢はなかった。お前に二度と会えないまま生き続けるくらいなら、そんな人生は必要ない。失敗して人生が終わってしまった方がよっぽどマシだ」

「そんな極端な……」

　彼が無事であったことへの安堵と、命を危険にさらさせてしまった心苦しさが入り混じって複雑な気持ちになった。彩夏の表情から彼女が考えていることを悟り、安心させるように、そっと頭を撫でた。

「そんな顔をするな。こうして無事に会えたんだから。これくらいの試練、どうということはない」

　そして彼は余裕たっぷりの自信に満ちた様子で口角を上げた。

「それに、この俺が魔法で失敗するわけがないだろう」

　彼はあちらの世界で屈指の大魔術師だ。誰よりも強大な魔力を持ち、最も巧みに魔術を操る人物だ。この自信たっぷりの口ぶりを裏付けるだけの実力を、彼は持っていた。

「上手くいって、本当によかった」

　二人はお互いの顔を見つめて微笑みあった。

「戻ってきてくれてありがとう。おかえりなさい」

　ウィルは慈しむような柔らかい眼差しで彩夏を見つめ、彼女をそっと抱きしめた。

「俺とお前の違いも、隔てていたものも、全部向こうに置いてきた。もうどこにも行かない。これからは、ずっとお前のそばにいる」

　本来の運命ならば、一度離れてしまえば、もう二度と会えなかったはずだったと思う。それを彼が自らの手で書き換えて、再び出会える運命に変えてくれたのだ。今度こそ与えられたチャンスを逃してはいけない。

「あのね、あの日……ウィルが向こうの世界に戻ったあの時に……私、伝えたかったことがあったの」

　やっと届けられる。言えなかったことを後悔した、あの言葉を──

「私ね、ウィルのことが好きです。大好きです」

　彩夏の言葉を聞いた彼は、一瞬驚いた表情をしたかと思うと、嬉しそうに顔をほころばせた。彼からもらったバラの花の返事を、ようやく伝えることができた。

「やっと、聞かせてくれたな」

「今までは、なかなか言えなくてごめんね」

　彼と離れて思い知った。いつでも伝えられると思ったら大間違いで、ある日突然想いを伝えることができなくなってしまうこともある。言えなくなってから気付いても遅いのだ。伝えたいことは、その瞬間に、きちんと言葉にしないと後悔する。

「これからはちゃんと伝えていくね」

「あぁ、彩夏の想いが聞けて嬉しい」

　彼の口から彩夏の名が紡がれる。そのことが、どうしようもなく嬉しくて涙で視界がぼやけた。一度彼を失って、ウィルの声でこの名が呼ばれることはもう叶わないと思っていた。同じ「ヒト」となった今、彼が紡ぐ名は、今までよりも特別なものに聞こえる。

　ウィルは涙が滲んだ彩夏の瞳に唇を落として、口づけで涙を拭った。会えなかった時間を埋めるように、溢れる思いを届けるように、額にも頬にも口づけが落とされた。最後に二人の唇が重なり合って、互いの存在を確認し合うが如く、夢中で何度も口づけを交わした。

　彼の舌が器用に動いて彩夏の咥内をたっぷりと犯していく。貪るように荒っぽく、舌を絡めて吸い上げられて、淫らな水音が部屋に響いた。息つく暇もないほど口づけを繰り返し、ここも立派な性感帯なのだと思い知らされた。彩夏は酔いしれるほどの快感を与えられて、キスだけでこれほどまでにとろけてしまい、快楽に溺れる自分の体が少し怖くなった。逃れようと絡めていた舌を引こうとすると、逃がさないとでもいうように、もっと深く入り込んできて舌をしっかりと捕らえられてしまう。息継ぎもままならないほどのキスの嵐に、彩夏はだんだん何も考えられなくなっていった。

　ベッドに押し倒されると、そのままウィルが彩夏の上にのしかかってきた。彼は間髪を容れずに唇を重ね、空いている手で彩夏の服をたくし上げて脇腹をなぞる。彼の指が肌の上をすべるだけで、彩夏の体は小さく震えた。唇が解放されたかと思うと、今度は彩夏の素肌に口づけが落とされていく。あらゆるところに口づけられて紅い痕を残していく。白い素肌にちりばめられた紅の刻印はまるで花のように彼女の肌を彩った。

「そんなに、痕……つけたら……ダメ……」

「そう言ってくれるな。彩夏の身体中に俺が愛した証を刻み付けたいんだ」

　ウィルは彩夏の制止には耳を貸さず、鎖骨、脇腹、胸元、言葉通り彩夏の体の至るところに痕を残していく。彩夏は彼の唇が肌に触れる度に甘い刺激が走り、体の奥が熱を帯びていくのを感じた。

　ウィルは抱きしめるように背中に手を回すと、下着のホックを器用に外した。服を脱がせる一瞬さえ惜しくて、服と下着をずり上げた。露わになった胸に指を沈めると、絹のように滑らかな肌は吸い付かんばかりの感触で、触れば触るほど彼を虜にしていった。胸の突起を指で転がされて、彩夏の唇から甘い吐息が漏れた。ウィルは反対側を口に含み、舌で転がして、左右で異なる刺激を与えていく。舌で転がして、吸い付いて、甘咬みして、反対の胸も忘れずに弄ぶ。摘んで、指の腹で押し潰され、爪を立てられ、それぞれの違った刺激に彩夏は思わず声を漏らす。

「…っ……ヤっ……ゃ……ぁッ…クっ………」

　指による強めの刺激と舌を使った柔らかな刺激で彩夏の快感を煽っていく。それに伴って体の奥は熱を帯びていった。堪えようと思うものの、漏れる声を抑えることができない。彩夏はあっという間に快楽の海に溺れていった。口を手で覆って、声を殺そうとして、ウィルにその手を退けられてしまう。その手は彼の手によってベッドに押さえつけられた。

「我慢しようとするな。お前の声を聴かせてくれ」

「やぁ……恥ずか、しいっ……」

「恥ずかしがる必要なんてない。その可愛い声が聴きたくてたまらないんだ」

　一瞬休んでいた彩夏を攻める手が再び動き出す。今度は先ほどまで舐められていた突起を指でこね回した。唾液で滑りやすくなったそこに指の動きが加わると、先ほどまでとは違う甘美な刺激となって彩夏を快楽の世界へ導いていく。与えられる快感が体の奥を疼かせて、熱を溜めていった。

　胸への愛撫に気を取られているうちに、いつの間にかスカートもショーツも脱がされていた。ウィルは左手と口で胸を弄び、右手で一糸纏わぬ彩夏の体に指を這わせた。脇腹から腰を通って足の付け根をなぞったかと思うと、秘められた中心までたどり着いた。桃色の花弁をなぞると、溢れた蜜がウィルの指を濡らした。

「ひゃっ…あっ……ダメっ……」

　胸よりもさらに敏感な部分に触れられて、彩夏の体が小さく震えた。花弁を左右に押し広げられ、隠されていた花芯に触れられると、より一層艶っぽい声が溢れてしまう。蜜で濡れそぼった花芯は熟れた果実のように赤く色づき、彼に触れられるのを心待ちにしているようだった。

「彩夏のココ、触って欲しそうに大きくなってる」

「ぁ……ヤ、ダ……言わ、ないっ……で……」

　耳元で囁かれ、吐息が耳にかかって彩夏の体が疼いた。耳にかかる吐息さえも、今の彩夏には快感を高めていく刺激になっていた。花芯を指の腹で撫でると、彩夏の腰がビクッと震える。その反応を楽しむように、緩急をつけて焦らしながら熟れた花芯を弄ぶ。次第に身体の奥に熱が集まってきて、押しては返す快感の波がどんどん大きくなってくる。

「待っ、て……あっ……ん……も、う、キちゃ……」

　彩夏がそう訴えると、ウィルはさらに花芯を攻め立てる。愛液でよく濡れた花芯は撫でられるたびにピチャピチャと音を立てて、その音が彩夏の羞恥心を煽っていく。その羞恥心さえも今は彼女を快楽の楽園に誘う役割を果たしていた。快感で集められた熱は限界まで昂り、体の奥で一気に弾けた。頭が真っ白になり、彩夏は果てた余韻で全身を震えさせていた。今までに感じたことのないほど強い絶頂を迎えて、指を動かすことも億劫に感じるほど脱力してしまった。

　絶頂の余韻で油断している彩夏に、容赦なく次の手が襲ってきた。蜜を滴らせ、トロトロにとろけた花弁を指でなぞられると、達した後で敏感になっている彩夏はそれだけで上ずった声を上げてしまう。花弁の奥に秘められた蜜壺にゆっくりと指が挿し入れられた。そこはクチュっといやらしい水音をたてて、いとも簡単にウィルの指を飲み込んでいく。彩夏の身体は彼の指を待ち望んでいたように柔らかく締め付けた。

「指を入れた途端に絡みついてくるぞ。早く挿れて欲しかったのか？」

「ゃっ……ふっ………んッ……」

「彩夏はココも好きだったな」

　一度は弾けて溢れた熱が、新しい刺激によって再度高められていった。弱いところを攻められて、先ほど達したばかりの体はあっという間に昂っていく。彩夏の体は快感が押し寄せてきて、再び快楽の頂に上り詰めていく。あと少しで頂点に届くところで、彩夏のナカを弄んでいた指が一気に引き抜かれた。突然の喪失感に声が漏れる。

「ふぇ……」

　彩夏が潤んだ瞳でウィルを見つめると、指の代わりに熱いものが蜜壺の入り口にあてがわれた。

「ここで止めたら悪いとは思ったんだが」

　ウィルは言いながら徐々に体重をかけて、自身の先端で蜜壺の入口を少しずつ押し広げてくる。ゆっくりじわじわと進んでいく感覚がもどかしくてたまらない。

「俺が彩夏を乱れさせたい」

「……んんっ──」

　言い終えると同時に、彼の先端がチュプンと音を立てて彩夏のナカに入り込んだ。ゆっくりと体を押し進めてくるウィルの首に腕を回し、彩夏は瞼を閉じた。独特の圧迫感が徐々に体になじんでくると、新たな快感を生み出していく。口づけられて、彼から与えられる愛に酔いしれているうちに、彼自身が彩夏の最奥にたどり着く。腰をグッと押し付けて、彩夏の奥底に秘められた性感帯を刺激した。体の奥が切なく疼いて、もっと刺激が欲しいと体が訴えた。彩夏がゆっくりと目を開くとウィルの深緑の瞳と視線が交わる。彼は妖艶な笑みを浮かべたかと思うと彩夏に口づけた。そして緩やかに腰を動かし始める。

「……あぁッ……やっ…っ……はぁっ………」

　あえて浅く挿れて焦らしたかと思えば、今度は何度も奥底まで刺激される。緩急をつけられ、最奥を突かれる度に快感が大きな波になって押し寄せてきた。その不規則に与えられる刺激に翻弄されて彩夏は快楽の頂へと導かれていく。

「待っ……ってッ……イッ……ちゃっ………」

「いいぞ、そのままイって……」

「やぁ、なのぉ……ウィル、も……いっしょ、が……いっ……」

　舌ったらずに必死で訴える姿が愛しくて、ウィルの体に熱が集まる。

「そんな可愛い煽り文句、どこで覚えてくるんだよっ……」

　腰の動きが速度を増し、呼吸が乱れ、ウィルの動きにあわせてクチュッ、クチャッと卑猥な水音が部屋中に響き渡った。耳に付く水音がいっそう神経を敏感にさせていった。彼が奥を突くたびに彩夏のナカが絡みついて、ウィルも快楽の海へ引きずり込まれていく。抽送を繰り返していくと、突然堰を切ったように体の中心が一気に昂っていった。

「彩、夏……そろそろ……俺、も……」

「んっ……アッ……クる、イッちゃ……」

「彩夏……愛してる……」

「私、も……」

　息も絶え絶えになりながら、ウィルが最後の追い込みをかけると、彩夏の中で快楽をせき止めていたものが弾けて、彼女は体を震わせながらウィルをキツく締め付けた。それに合わせて彼も張り詰めていた精を彩夏のナカに注ぎ込んだ。

　呼吸も整わないまま、二人は夢中で互いの唇を重ね合った。










[image: ]










　愛し合った余韻がなかなか体から引かず、離れがたくて繋がったまま口づけを繰り返していると、彩夏のナカでウィルが熱と質量を取り戻し始めた。彩夏も奥の方が疼いてナカにいた彼を甘く締め付ける。

「……コラ、これ以上は明日に響くぞ」

「今日はいいよ。私をウィルの好きにして」

　彩夏がウィルを見つめてねだると、彼は観念したように小さく溜息をついた。

「どうなっても知らないからな」

　そう言ってウィルは彩夏に口づけて、彼女も嬉しそうにそれに応える。二人が再会を祝う夜はこうして更けていった。

















終章












　二人の再会から半月ほどが過ぎ、桜の蕾が花開く時期になった。この日は二人で連れ立って彩夏の実家に行くことになっていた。

　彩夏は緊張した面持ちで実家へと続く道を歩いていた。

「ついに、この日が来ちゃったね……」

「何故お前の方が緊張してるんだ？　彩夏は実家に帰るだけだろう。落ち着け」

「それはそうなんだけど、まだちょっと心の準備が」

「何を言ってるんだ。大事なことだろう。こういうことは早い方がいい」

　実家への訪問は彼からの提案だった。ウィルがこの世界の人間として戻ってきた後、一緒に住んでいるのだから、両親には挨拶するのが筋だろう、と言い出し、母に連絡したところ、あっという間に話がまとまって、彩夏の家族に会いに行くことになった。

「……私の家族も大事にしてくれてありがとう」

「当然だ。彩夏の大切な人は、俺にとっても大切なんだ」

　彼のこうした誠実で真面目な人柄はとても魅力的だと思う。この人を好きになって本当に良かったと感じた。

　話しているうちに彩夏の実家にたどり着き、彩夏は一度大きな深呼吸をした。心を落ち着けてから玄関の扉を開けた。

「ただいま」

　中に入ると家の奥から母が笑顔で迎えてくれた。

「あら、早かったわね。おかえりなさい」

「あの、この人が……」

「お初にお目にかかります。ウィリアム・シュラルドと申します」

　ウィルはそう言って恭しく頭を下げる。

　彼は人間になった時、こちらの世界で生きていくために新たな名前を名乗るつもりでいたが、彩夏は逆に名前を変えないことを提案した。

　彼は身一つでこの世界にやってきて、この名前だけが唯一残された彼の歴史である。だからこそ、今までの名前を残すことが大事だと思った。あちらの世界で生きてきた証と、置いてきた全てのものへの敬意を忘れないために必要だと彼に訴えた。

　あちらの世界には二度と戻れないし、もう誰にも会うことは出来ないから、せめて心の中では、いつでも思い出せるように、と。

「まぁ、外国の方だったの？　日本語お上手ねぇ。この子ったら、何にも教えてくれないからびっくりしちゃったわ」

「ごめん。そういえば、言ってなかったね」

「驚かせてしまって申し訳ありません」

「いいのよぉ。生まれた国なんて関係ないもの。本人たちが幸せならそれでいいんだから」

　母は上機嫌で話しながら二人を居間へ案内する。居間では着物姿の祖母がのんびりお茶を飲んでいた。

「よく来たね。いらっしゃい」

「おばあちゃん、ただいま。あれ？　お父さんは？」

　今日はあらかじめウィルを連れていくことは伝えてあったし、父の仕事も休みだったはずだが、姿がどこにも見当たらない。祖母が静かに微笑みながら答えた。

「買い物だって。もうずいぶん前に出かけたんだけどね。いつまでも帰ってこないところをみると、緊張して帰りにくいんじゃないかい？」

　彩夏は祖母の言葉を聞いて、姉が彼氏を紹介しに来た時も、同じように出かけたまましばらく帰ってこなかった父のことを思いだした。

「ほんと情けないったらありゃしない。せっかく来てくれたのに、すまないねぇ」

　祖母がウィルに向かって小さく頭を下げた。

「いえ、突然ご挨拶に伺いたいと言い出したのはこちらですので」

「そう言ってくれて助かるよ」

　和やかに話している二人の様子を、彩夏は不思議な感覚で見つめていた。

　半年前まで画面の向こう側で推しだったのに、今は自分の大切な人として、家族に紹介しているのだ。ゲームをプレイしていた時は、こんなにすごい未来が来るなんて想像もつかなかった。彩夏は彼と一緒にいられる喜びで胸がいっぱいだった。

「素敵なお召し物ですね。着物は正月に着るものだと思っていたので、驚きました」

「今はほとんど着なくなってしまったけど、昔の日本人は毎日着ていたからねぇ。本来は普段着でもあるんだよ。着物に興味があるのかい？」

「はい。今年の正月に初めて見たのですが、とても素敵でした」

「それなら、せっかくだし貴方も着てみるかい？」

　二人の会話を聞いていた彩夏が首を傾げた。

「でも、うちに男の人用の着物なんてあるの？　お父さんは着ないし……」

「あるんだよ。とっておきがね」

　そう言って笑みを浮かべた祖母は、どこか懐かしむような、それでいて嬉しそうな表情だった。






　着付けのために二人が席を外して数刻の後、戻ってきた彼の姿を見て、彩夏は思わず感嘆の声を漏らした。

「かっこいい……」

　深い藍色の着物は、ウィルの白い肌が良く映えて彼の魅力をいっそう引き立たせた。

「どうだろうか？」

「すっごいよく似合ってるよ！」

　彼の姿を見てはしゃぐ彩夏に、祖母が声をかける。

「ほら、今度は彩夏の番だよ」

「え？　私も？」

「買い物に行った誰かさんは、きっともうしばらく帰ってこないだろうから、二人で着物を着て、ちょっとその辺りを散歩しておいで。川沿いに桜が咲いてるから、花見にちょうどいいよ」

　今はもう桜が見ごろなのに、今年はまだ花見に行けていなかった。せっかくだからウィルにも桜を見せてあげたい。

「そっか。お花見いいねぇ」

「さぁ、そうと決まれば彩夏も二階へおいで」

　正月の時と同様に、祖母の手による着付けはあっという間だった。今回の着物は季節に合わせた淡い桜色の小紋だった。着物とおそろいのちりめん細工の髪飾りもつけてもらった。

「二人ともよく似合ってるよ。気を付けて行っておいで」

　祖母に見送られて二人は着物を着て家を出た。桜並木がある川を目指して歩き出す。

「まさか、こんなかたちでやりたかったことが実現するとは思わなかったな」

　何の話か分からず、彩夏が首を傾げていると、ウィルは小さく溜息をついた。

「忘れたのか？　正月に言っただろう。一緒に着物を着て初詣に行こうと」

「あぁ！　話してたね！」

「初詣ではないが、あの日の約束を果たせたことが嬉しい」

　彩夏は空を仰いで遠くを見つめた。

「あれからいろいろあったから、もうずいぶん前のことみたい……」

　この短い期間でいろんなことが起こり、瞬く間に時が過ぎていった。二人が重ねてきた時間は実際よりも、もっと長いもののように感じられた。

「これからも、いろんな時間を二人で重ねていこうね」

「あぁ。どんな困難が立ちふさがろうとも、彩夏と一緒なら何も怖くない」

　二人は互いの顔を見つめて微笑みあった。

「それにしても、帰る頃にはお父さん戻ってるかなぁ……事前に連絡してたし、まさかいないとは思ってなかった」

「大事な娘を、どこの馬の骨ともわからん男がさらっていこうとするんだから、警戒だってするだろう。それはどの世界だって同じことだ」

　ウィルは彩夏を安心させるように優しく笑みを浮かべる。

「彩夏の父上に認めてもらえるまで、どれほどかかっても諦めない。彩夏が幸せであるためには、彩夏の大切な人が誰一人として欠けていいわけがないからな。時間はたくさんある。ゆっくり進んでいこう」

「うん。ありがとう」

　力強く語る彼の横顔を見つめて、とても頼もしく思う。こういう思いやりにあふれるところも、彩夏を大切にしてくれる姿勢も、知れば知るほど彼を好きになっていった。

　話しているうちに、目指していた川のほとりまでやってきた。川に沿って桜の木が植えられており、花が見事に咲き乱れていた。二人の目の前に広がるのは、息を飲むほど美しい光景だった。

　ウィルは咲き誇る桜の花々に目を奪われて、足を止めた。

「この世界には、こんなにも美しいものがあるんだな」

「まだまだたくさんあるよ。もっといろんなものを見て、感じて、経験して、たくさん思い出を作っていこうね」

　ウィルはそっと彩夏の手を取ると、指を絡めて手を繋いだ。二人は桜を眺めながら川沿いをゆっくりと歩いていく。

「俺が着ているこの着物の話、彩夏は知っているのか？」

「ううん。私は知らないけど、ウィルは何か聞いたの？」

「これは彩夏のおじいさんの形見だそうだ」

「え？　そうだったの？　知らなかった……」

「着付けてもらってるときに、おばあさんに言われたんだ。『どうか彩夏を独りにしないでやってくれ』と」

　その言葉はとても重みがあるものだった。若くして祖父をなくし、寂しい思いをしてきた祖母の心からの願いだろう。

「長生きして、ずっとそばにいてやってくれ、とも言われてな」

　ウィルは足を止めて、彩夏の方へ体を向ける。彩夏も彼の方へ向き直ると、ウィルは彩夏の両手を自分の両手で包み込むように握った。彩夏が彼のことを見上げると、真剣な眼差しで彩夏を見つめていた。

「俺が向こうに戻っている間、つらい思いをさせてすまなかった」

　あの日々を思い出して、目の奥が少しだけツンと痛んだ。だけど全て終わったことだ。彩夏は首を横に振る。

「それでも、俺のことを信じて、待っていてくれてありがとう。こうしてまた彩夏の隣を歩けることを、心から幸せだと思う」

「私も、もう一度ウィルと一緒にいられるようになって幸せだよ」

「俺はもう、彩夏につらい思いは絶対させない。だから、これから先の人生も、俺と一緒に歩いてくれるか？」

　今度こそ涙がこみ上げてきて、彩夏の視界がぼやけていった。

　まさか自分が、ゲームのエクストラエンドのような幸せを迎える日が来るとは思わなかった。

　世界で一番大好きな人と同じ世界にいられる奇跡に感謝を──

　彩夏は彼の言葉に大きく頷いた。

「つらいことがあったっていいよ。二人で一緒に乗り越えていこう」

　すると、一陣の風が吹き、桜の木が揺れて花びらが舞う。それはまるで二人を祝福するかのようだった。

「ずっとウィルと一緒に歩いて行く。絶対に離れないから」

　ウィルは繋いでいた手を引いて、彩夏を自分の腕の中に閉じ込めた。

「あぁ、もう二度と離さない」

　彩夏は彼の腕に抱かれて、返事の代わりに、彼の背中に腕を回した。

「もう一度、私のところに来てくれてありがとう」

「世界中のどこにいても、たとえ違う時空にいたとしても、何度だって彩夏のところに会いに来る」

　少しだけ体を離してウィルを見上げると、深緑の瞳と視線が交わった。ゆっくりと彼の顔が近づいてきて、彩夏は瞼を閉じる。桜の花びらが舞い踊る中で、二人の唇が静かに重なった。
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